
お友だちとなかよくレッスンしています

東京の大会で優勝しました

　今
回
は
玉
野
市
の
ス
タ
ジ
オ
で

フ
ラ
ダ
ン
ス
を
習
っ
て
い
る
、
と

て
も
か
わ
い
い
髙
﨑
日
菜
子
ち
ゃ

ん
と
大
山
紗
夏
ち
ゃ
ん
の
登
場
で

す
。

Q
　
二
人
の
歳
は
い
く
つ
で
す
か
。

ひ
　
７
歳
、
２
年
生
で
す
。

さ
　
７
歳
、
１
年
生
で
す
。

Q
　
週
に
何
回
練
習
し
て
い
ま
す

か
。

（
二
人
）
　週
に
１
回
通
っ
て
い
ま

す
。

Q
　
船
で
練
習
に
行
く
の
大
変
だ

ね
。
つ
ら
い
こ
と
な
い
で
す
か
。

ひ
　
い
つ
も
紗
夏
ち
ゃ
ん
と
一
緒

に
、
お
絵
か
き
し
た
り
お
し
ゃ
べ

り
し
た
り
、
楽
し
い
で
す
。

さ
　
疲
れ
て
お
風
呂
で
寝
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
る
け
ど
、
日
菜
ち
ゃ

ん
と
船
で
遊
ぶ
の
が
楽
し
い
で
す
。

Q
　
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
お
友
だ
ち
は

い
っ
ぱ
い
で
き
た
か
な
。

ひ
　
た
く
さ
ん
で
き
ま
し
た
。
み

ん
な
学
校
も
学
年
も
ち
が
う
け
ど
、

な
か
よ
く
レ
ッ
ス
ン
し
て
い
ま
す
。

さ
　
私
は
一
番
年
下
な
の
で
、
み

ん
な
に
か
わ
い
が
っ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。Q

　
今
ま
で
に
大
会
や

イ
ベ
ン
ト
に
出
場
し
ま
し

た
か
。
こ
れ
か
ら
の
予
定

は
。

（
二
人
の
母
）
　今
年
３
月

に
東
京
で
行
わ
れ
た
、
ホ

オ
ラ
ウ
レ
ア
ジ
ャ
パ
ン
と

い
う
大
会
に
出
場
し
、
優

勝
で
き
ま
し
た
。
す
ば
ら

し
い
感
動
と
貴
重
な
経
験

は
、
二
人
に
と
っ
て
大
切

な
宝
物
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
夏
は
、
玉
野
祭
り
や
マ
リ

ン
ホ
テ
ル
の
デ
ィ
ナ
ー
等
の
ス
テ

ー
ジ
で
踊
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
老
人
ホ
ー
ム
に
も
お

邪
魔
し
ま
し
た
。

　
11
月
13
日
に
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
に
出
演
予
定

で
す
。

Q
　
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
に
何

か
お
願
い
が
あ
り
ま
す
か
。

ひ
　
お
父
さ
ん
、
ま
た
大
会
に
出

場
す
る
時
は
会
場
に
来
て
応
援
し

て
下
さ
い
。
お
母
さ
ん
、
い
つ
も

レ
ッ
ス
ン
へ
つ
れ
て
い
っ
て
く
れ

て
あ
り
が
と
う
。
こ
れ
か
ら
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

さ
　
お
父
さ
ん
、
い
つ
も
港
ま
で

迎
え
に
来
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

ま
た
フ
ラ
ダ
ン
ス
見
に
来
て
ね
。

お
母
さ
ん
、
い
つ
も
応
援
し
て
く

れ
て
あ
り
が
と
う
。
こ
れ
か
ら
も

が
ん
ば
る
か
ら
ね
。

Q
　
最
後
に
二
人
の
お
母
さ
ん
、

子
供
さ
ん
た
ち
に
何
か
一
言
。

ひ
の
母
　
た
く
さ
ん
の
人
に
支
え

ら
れ
、
す
ば
ら
し
い
経
験
が
で
き

て
い
る
こ
と
を
忘
れ
ず
、
こ
れ
か

ら
も
フ
ラ
を
楽
し
く
続
け
て
く
れ

た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

　
家
族
み
ん
な
で
応
援
し
て
る
よ
。

さ
の
母
　
紗
夏
が
楽
し
そ
う
に
フ

ラ
を
踊
っ
て
い
る
姿
を
見
る
と
と

て
も
幸
せ
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
笑
顔
い
っ
ぱ
い
で
、

見
て
く
れ
て
い
る
人
に
幸
せ
を
与

え
ら
れ
る
よ
う
な
フ
ラ
を
踊
っ
て

ね
。
一
緒
に
が
ん
ば
ろ
う
ね
。

　こ
れ
か
ら
も
二
人
な
か
よ
く
フ

ラ
ダ
ン
ス
を
踊
っ
て
下
さ
い
。
そ

し
て
色
々
な
大
会
に
出
た
り
、
お

友
だ
ち
も
い
っ
ぱ
い
で
き
る
と
い

い
で
す
ね
。

　ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

「
ガ
ン
バ
レ
！ 

日
菜
子
ち
ゃ
ん
、

紗
夏
ち
ゃ
ん
」

古紙配合率100%再生紙を使用しています
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大山 紗夏ちゃん、髙﨑 日菜子ちゃん
さやか ひ　な　こ

フ ラ ダ ン ス

編
集

後
記

　
第
１
回
の
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭

が
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
終
了
し
て

か
ら
、
は
や
、
１
年
が
経
と
う
と

し
て
い
る
。
先
頃
の
県
議
会
で
、
浜

田
県
知
事
が
、
第
２
回
の
芸
術
祭
は
、

春
・
夏
・
秋
と
時
期
を
ず
ら
し
て

開
催
し
た
い
と
発
言
し
て
い
る
。
開

催
場
所
と
な
る
各
島
々
に
と
って
は
、

そ
の
方
が
、
よ
り
活
性
化
し
プ
ラ
ス

に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
話
は
変
わ
る
が
、
町
外
へ
出
て
行

か
れ
た
方
が
、
話
を
し
て
い
る
の
を

小
耳
に
は
さ
ん
だ
。「
時
々
、
直
島

へ
来
る
が
、
そ
の
た
び
に
町
内
の
様

子
が
、
が
ら
り
と
変
わ
っ
て
い
る
の

に
驚
く
。
直
島
が
生
き
生
き
し
て

い
る
よ
う
な
気
が
す
る
が
一
方
で
島

が
都
会
化
し
、〝
い
な
か
〞の
良
さ
が

失
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
気
も
す
る
」

と
話
し
て
い
た
。
皆
様
は
、
ど
の
よ

う
に
感
じ
て
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

　
議
会
だ
よ
り
の
表
紙
写
真
や
、

ご
意
見
、
ご
要
望
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

（
小
野
記
）

広
報
編
集
特
別
委
員
会

議

　長
　 

　
蓬
　
　
清
二

委
員
長
　 

　
丸
山
　
義
朗

副
委
員
長
　 

　
作
田
　
宏

委

　
　員
　 

　
議
員
全
員

ナイスバッティング
！！

ナイスバッティング
！！

打った！
　 走った！
　　 4戦全勝

打った！
　 走った！
　　 4戦全勝
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ふるさと応援寄附金の合計はなんぼ
　　　　 平成22年度決算・質疑（抜粋）

こども映画祭の反省を
　　　　 町長・教育長報告

県の誠意ある対応を望む
　　　　 活性化対策特別委員会

U・Ⅰターン者に聞く
がんばっりょるで（フラダンス）

ふるさと応援寄附金の合計はなんぼ
　　　　 平成22年度決算・質疑（抜粋）

こども映画祭の反省を
　　　　 町長・教育長報告

県の誠意ある対応を望む
　　　　 活性化対策特別委員会

U・Ⅰターン者に聞く
がんばっりょるで（フラダンス）

2～4P

6～7P

9P
11P

12P

2～4P

6～7P

9P
11P

12P

ひ
・
ひ
な
こ
ち
ゃ
ん

さ
・
さ
や
か
ち
ゃ
ん

12



ビオトープ工事予定地（直島ダム西）

（
小
野
）
町
民
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
ナ
イ
タ
ー

使
用
料
は
安
く
な
ら
な
い
か
。

（
教
育
長
）
関
係
者

で
検
討
す
る
。

（
丸
山
）
子
ど
も
手

当
４
、
３
６
９
万
円

支
払
い
の
内
、
町
の
負
担
額

は
い
く
ら
か
。

（
住
民
福
祉
課
長
）

県
と
ほ
と
ん
ど
同
額

で
約
４
６
０
万
円
だ
。

（
作
田
）
旧
桃
山
教

員
住
宅
地
を
ベ
ネ
ッ

セ
に
売
っ
た
が
、
残
っ
て
い

る
土
地
は
あ
る
の
か
。

（
町
長
）
全
部
売
っ

た
の
で
残
っ
て
い
な

い
。

（
井
下
）
直
島
紹
介

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
新
し
く
作

る
予
定
は
。

（
町
長
）
来
年
度
予

算
で
作
り
た
い
。

（
丸
山
）
ふ
る
さ
と

応
援
寄
附
金
の
合
計

は
。

（
総
務
課
長
）
平
成

20
年
か
ら
始
ま
り
13

件
で
１
８
７
万
円
だ
。

（
大
谷
）
診
療
所
会

計
へ
の
繰
出
金
が
９
、

８
０
０
万
円
だ
が
、
ス
タ
ッ

フ
に
減
額
の
改
善
策
を
お
願

い
し
て
い
る
の
か
。

（
町
長
）
年
１
回
の

全
体
会
議
で
、
繰
出

金
を
半
額
に
す
る
よ
う
要
望

し
て
い
る
。

　
し
か
し
24
時
間
、
３
６
５

日
体
制
や
救
急
搬
送
も
あ
り
、

離
島
の
宿
命
で
な
か
な
か
減

ら
な
い
の
が
現
状
だ
。

　
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
な
ら

な
い
よ
う
が
ん
ば
っ
て
も
ら

い
た
い
。（

丸
山
）
ホ
タ
ル
、

ビ
オ
ト
ー
プ
工
事
の

進
捗
状
況
は
。

（
建
設
経
済
課
長
）

ホ
タ
ル
の
生
息
が
可

能
か
調
査
し
、
可
能
と
の
答

え
が
出
た
の
で
入
札
し
た
段

階
だ
。

（
大
谷
）
餌
に
な
る

カ
ワ
ニ
ナ
は
ど
う
す

る
の
か
。（

建
設
経
済
課
長
）

カ
ワ
ニ
ナ
は
島
外
か

ら
も
ら
っ
て
き
て
育
て
る
。

　
賛
成
（
作
田
）
個
人
所
得

の
減
収
な
ど
で
町
税
が
減
と

な
り
厳
し
い
状
況
で
あ
っ
た

が
、
地
方
交
付
税
の
大
幅
な

増
で
財
政
は
所
期
の
目
的
を

達
成
で
き
て
い
る
。

　
今
後
も
離
島
振
興
法
・
過

疎
債
・
辺
地
債
等
を
有
効
に

利
用
し
て
、
大
き
な
工
事
等

を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

香川県直島町 議会だより No.157

香川県直島町 議会だより No.157

（9月定例会）

主な質疑

33
億
4
、0
0
0
万
円（
歳
出
）

平
成
22
年
度

一
般
会
計
決
算

自
分
の
こ
と
は
自
分
で

防
犯
灯
の
点
検
を

放
置
自
転
車
の
整
理
を

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
開
催
方
法
は

石
場
地
区
へ
行
く
の
か

◎歳　入
　総額は町税が減となりましたが、地方交付税
などの増により、対前年度比6.0％増の35億
6,000万円となりました。
◎歳　出
　一般行政関係では、町内の独身者に出会い
の場を提供するプロジェクト「直島出会い隊」
への助成を、また、直島紹介DVDの英語版
の作成などを実施しました。
　福祉関係では出産奨励金、6歳未満児まで
の医療費助成、また、従来からの児童手当に
代わって子ども手当の支給が開始されました。

●国民健康保険事業
　被保険者数は前年度より0.8％増の892人で
した。県下では一人当たりの医療費が高いので
適正化に向け努力します。
●診療所事業
　医師・看護師等の医療従事者の確保に努め、
救急患者搬送体制の充実を図り、町民が安心
して利用できる診療所となるよう努力します。
●下水道事業
　22年度は汚水管、マンホールポンプ、浄化
センターの維持管理が中心でした。今後とも水
洗化普及率のアップに向けて努力します。
●釣公園事業
　強風や猛暑のため、入園者数が減となり、
一般会計から繰入れをしています。民間への管
理委託を含めて検討が必要です。

事　務　報　告　（抜粋）

開催方法は次回の芸術祭

濵田町長

　平成23年第4回定例会が9月9日から16日までの8日間の会期で
開かれました。9月定例会は決算議会で、町長による平成22年度事務
報告に始まり、一般会計・特別会計および簡易水道事業会計の決算を認
定、また平成23年度補正予算など18議案、報告3件、意見書案2件な
どを審議し、いずれも原案どおり全員賛成で可決しました。

一 般 会 計

特別会計12億9,000万円（歳出）

　長引く景気後退等により、個人町民税は減となりましたが、地方交付税・県支出金等の増により、歳
入全体では昨年度を上回る結果となりました。
　歳出は町の将来を見据えた事業を行うため、離島振興法や辺地・過疎対策事業債などの交付税措
置のある有利な地方債の活用、また国の緊急経済対策等の支援により、今後の厳しい財政運営に対応
できるよう配慮しました。
　また、環境・文化を2本柱に観光・商業や地場産業の育成・開発など多角的経済基盤の確立を図
るとともに、第1回目の瀬戸内国際芸術祭を開催し、これらが軌道に乗って確実に進むよう、新生直島と
しての発展に向けた揺るぎのない土台づくりとなる重要な年度として各種事業の推進に努力しました。

訓練は
自分から進んで
参加を

（
中
野
）
町
長
は
、防

災
訓
練
を
各
地
区
毎

で
や
っ
た
ら
ど
う
か
と
言
っ

て
い
る
が
。

（
町
長
）
自
分
の
こ

と
は
自
分
で
守
る
。

訓
練
に
も
自
ら
進
ん
で
参
加

す
る
気
持
ち
が
一
番
だ
。

（
浜
口
）
防
犯
灯
で

古
い
も
の
や
修
繕
を

要
す
る
も
の
が
あ
る
。
現
況

の
調
査
を
。

（
町
長
）
町
内
に
は

防
犯
灯
の
数
は
多
い
。

点
検
は
し
て
い
る
が
、
何
か

気
付
い
た
ら
町
に
連
絡
を
し

て
ほ
し
い
。

（
井
下
）
海
の
駅
の

仮
駐
輪
場
に
放
置
自

転
車
等
が
あ
る
。
定
期
的
に

整
理
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

（
町
長
）
１
年
に
１

回
く
ら
い
は
必
要
だ
。

（
作
田
）
石
場
地
区

の
高
潮
対
策
工
事
が

終
わ
れ
ば
町
民
専
用
小
型
バ

ス
を
運
行
す
る
の
か
。

　
お
年
寄
り
が
多
く

な
っ
て
き
て
お
り
、

行
き
た
い
が
道
が
狭
く
危
険

す
ぎ
る
。
現
在
、
検
討
し
て

い
る
。（

中
野
）
県
知
事
は

「
次
回
２
０
１
３
年

の
芸
術
祭
は
春
・
夏
・
秋
に

分
散
し
て
開
催
し
混
雑
を
防

ぎ
た
い
」
と
言
っ
て
い
る
が
。

（
町
長
）
観
光
客
が

集
中
的
に
来
て
全
部

見
ら
れ
な
い
人
が
い
た
。
町

に
と
っ
て
は
分
け
て
開
催
し

て
く
れ
た
方
が
あ
り
が
た
い
。

QA

QQ A

QA

QA

A

主な質疑
子
ど
も
手
当
、
町
の
負
担
額
は

QA

QAQA A

討

　論

一
般
会
計

QQ A

Q

Q

A

A

QA

平成22年度一般会計歳入歳出構成図

歳 入 35億6,128万円

歳 出 33億4,105万円

自主財源
16億
4,806万円
46.3％

町税
7億1,678万円
20.1％

総務費
6億143万円
18.0％

民生費
3億7,144万円
11.1％

衛生費
3億1,677万円
9.5％農林水産業費

11億3,723万円
34.0％

土木費
2億8,747万円
8.6％

教育費
2億9,764万円
8.9％

議会費
5,423万円　1.6％

使用料及び手数料
8,052万円　2.3％
分担金及び負担金
2,474万円　0.7％

諸収入
5億1,369万円
14.3％県支出金

6億5,943万円
18.5％

地方交付税
8億9,358万円
25.1％

その他（9,966万円　2.8％）
繰入金3,608万円　1.0％
寄附金281万円　0.1％
財産収入6,077万円　1.7％

その他（6,666万円　1.9％）
地方譲与税1,107万円　0.3％
利子割交付金321万円　0.1％
配当割交付金126万円　0.0％
地方消費税交付金4,150万円　1.2％
自動車取得税交付金302万円　0.1％
株式等譲渡所得割交付金38万円　0.0％
地方特例交付金622万円　0.2％

商工費
3,896万円　1.2％

消防費
4,239万円
1.3％

公債費 1億9,349万円
5.8％

繰越金
2億1,267万円　6.0％
繰越金
2億1,267万円　6.0％

依存財源
19億
1,320万円
53.7％

町債9,500万円　2.7％

国庫支出金
1億9,853万円
5.6％

（グラフの数字は万円単位にしていますので合計が一致しないことがあります。）
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ビオトープ工事予定地（直島ダム西）

（
小
野
）
町
民
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
ナ
イ
タ
ー

使
用
料
は
安
く
な
ら
な
い
か
。

（
教
育
長
）
関
係
者

で
検
討
す
る
。

（
丸
山
）
子
ど
も
手

当
４
、
３
６
９
万
円

支
払
い
の
内
、
町
の
負
担
額

は
い
く
ら
か
。

（
住
民
福
祉
課
長
）

県
と
ほ
と
ん
ど
同
額

で
約
４
６
０
万
円
だ
。

（
作
田
）
旧
桃
山
教

員
住
宅
地
を
ベ
ネ
ッ

セ
に
売
っ
た
が
、
残
っ
て
い

る
土
地
は
あ
る
の
か
。

（
町
長
）
全
部
売
っ

た
の
で
残
っ
て
い
な

い
。

（
井
下
）
直
島
紹
介

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
新
し
く
作

る
予
定
は
。

（
町
長
）
来
年
度
予

算
で
作
り
た
い
。

（
丸
山
）
ふ
る
さ
と

応
援
寄
附
金
の
合
計

は
。

（
総
務
課
長
）
平
成

20
年
か
ら
始
ま
り
13

件
で
１
８
７
万
円
だ
。

（
大
谷
）
診
療
所
会

計
へ
の
繰
出
金
が
９
、

８
０
０
万
円
だ
が
、
ス
タ
ッ

フ
に
減
額
の
改
善
策
を
お
願

い
し
て
い
る
の
か
。

（
町
長
）
年
１
回
の

全
体
会
議
で
、
繰
出

金
を
半
額
に
す
る
よ
う
要
望

し
て
い
る
。

　
し
か
し
24
時
間
、
３
６
５

日
体
制
や
救
急
搬
送
も
あ
り
、

離
島
の
宿
命
で
な
か
な
か
減

ら
な
い
の
が
現
状
だ
。

　
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
な
ら

な
い
よ
う
が
ん
ば
っ
て
も
ら

い
た
い
。（

丸
山
）
ホ
タ
ル
、

ビ
オ
ト
ー
プ
工
事
の

進
捗
状
況
は
。

（
建
設
経
済
課
長
）

ホ
タ
ル
の
生
息
が
可

能
か
調
査
し
、
可
能
と
の
答

え
が
出
た
の
で
入
札
し
た
段

階
だ
。

（
大
谷
）
餌
に
な
る

カ
ワ
ニ
ナ
は
ど
う
す

る
の
か
。（

建
設
経
済
課
長
）

カ
ワ
ニ
ナ
は
島
外
か

ら
も
ら
っ
て
き
て
育
て
る
。

　
賛
成
（
作
田
）
個
人
所
得

の
減
収
な
ど
で
町
税
が
減
と

な
り
厳
し
い
状
況
で
あ
っ
た

が
、
地
方
交
付
税
の
大
幅
な

増
で
財
政
は
所
期
の
目
的
を

達
成
で
き
て
い
る
。

　
今
後
も
離
島
振
興
法
・
過

疎
債
・
辺
地
債
等
を
有
効
に

利
用
し
て
、
大
き
な
工
事
等

を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

香川県直島町 議会だより No.157

香川県直島町 議会だより No.157

（9月定例会）

主な質疑

33
億
4
、0
0
0
万
円（
歳
出
）

平
成
22
年
度

一
般
会
計
決
算

自
分
の
こ
と
は
自
分
で

防
犯
灯
の
点
検
を

放
置
自
転
車
の
整
理
を

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
開
催
方
法
は

石
場
地
区
へ
行
く
の
か

◎歳　入
　総額は町税が減となりましたが、地方交付税
などの増により、対前年度比6.0％増の35億
6,000万円となりました。
◎歳　出
　一般行政関係では、町内の独身者に出会い
の場を提供するプロジェクト「直島出会い隊」
への助成を、また、直島紹介DVDの英語版
の作成などを実施しました。
　福祉関係では出産奨励金、6歳未満児まで
の医療費助成、また、従来からの児童手当に
代わって子ども手当の支給が開始されました。

●国民健康保険事業
　被保険者数は前年度より0.8％増の892人で
した。県下では一人当たりの医療費が高いので
適正化に向け努力します。
●診療所事業
　医師・看護師等の医療従事者の確保に努め、
救急患者搬送体制の充実を図り、町民が安心
して利用できる診療所となるよう努力します。
●下水道事業
　22年度は汚水管、マンホールポンプ、浄化
センターの維持管理が中心でした。今後とも水
洗化普及率のアップに向けて努力します。
●釣公園事業
　強風や猛暑のため、入園者数が減となり、
一般会計から繰入れをしています。民間への管
理委託を含めて検討が必要です。

事　務　報　告　（抜粋）

開催方法は次回の芸術祭

濵田町長

　平成23年第4回定例会が9月9日から16日までの8日間の会期で
開かれました。9月定例会は決算議会で、町長による平成22年度事務
報告に始まり、一般会計・特別会計および簡易水道事業会計の決算を認
定、また平成23年度補正予算など18議案、報告3件、意見書案2件な
どを審議し、いずれも原案どおり全員賛成で可決しました。

一 般 会 計

特別会計12億9,000万円（歳出）

　長引く景気後退等により、個人町民税は減となりましたが、地方交付税・県支出金等の増により、歳
入全体では昨年度を上回る結果となりました。
　歳出は町の将来を見据えた事業を行うため、離島振興法や辺地・過疎対策事業債などの交付税措
置のある有利な地方債の活用、また国の緊急経済対策等の支援により、今後の厳しい財政運営に対応
できるよう配慮しました。
　また、環境・文化を2本柱に観光・商業や地場産業の育成・開発など多角的経済基盤の確立を図
るとともに、第1回目の瀬戸内国際芸術祭を開催し、これらが軌道に乗って確実に進むよう、新生直島と
しての発展に向けた揺るぎのない土台づくりとなる重要な年度として各種事業の推進に努力しました。

訓練は
自分から進んで
参加を

（
中
野
）
町
長
は
、防

災
訓
練
を
各
地
区
毎

で
や
っ
た
ら
ど
う
か
と
言
っ

て
い
る
が
。

（
町
長
）
自
分
の
こ

と
は
自
分
で
守
る
。

訓
練
に
も
自
ら
進
ん
で
参
加

す
る
気
持
ち
が
一
番
だ
。

（
浜
口
）
防
犯
灯
で

古
い
も
の
や
修
繕
を

要
す
る
も
の
が
あ
る
。
現
況

の
調
査
を
。

（
町
長
）
町
内
に
は

防
犯
灯
の
数
は
多
い
。

点
検
は
し
て
い
る
が
、
何
か

気
付
い
た
ら
町
に
連
絡
を
し

て
ほ
し
い
。

（
井
下
）
海
の
駅
の

仮
駐
輪
場
に
放
置
自

転
車
等
が
あ
る
。
定
期
的
に

整
理
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

（
町
長
）
１
年
に
１

回
く
ら
い
は
必
要
だ
。

（
作
田
）
石
場
地
区

の
高
潮
対
策
工
事
が

終
わ
れ
ば
町
民
専
用
小
型
バ

ス
を
運
行
す
る
の
か
。

　
お
年
寄
り
が
多
く

な
っ
て
き
て
お
り
、

行
き
た
い
が
道
が
狭
く
危
険

す
ぎ
る
。
現
在
、
検
討
し
て

い
る
。（

中
野
）
県
知
事
は

「
次
回
２
０
１
３
年

の
芸
術
祭
は
春
・
夏
・
秋
に

分
散
し
て
開
催
し
混
雑
を
防

ぎ
た
い
」
と
言
っ
て
い
る
が
。

（
町
長
）
観
光
客
が

集
中
的
に
来
て
全
部

見
ら
れ
な
い
人
が
い
た
。
町

に
と
っ
て
は
分
け
て
開
催
し

て
く
れ
た
方
が
あ
り
が
た
い
。

QA

QQ A

QA

QA

A

主な質疑
子
ど
も
手
当
、
町
の
負
担
額
は

QA

QAQA A

討

　論

一
般
会
計

QQ A

Q

Q

A

A

QA

平成22年度一般会計歳入歳出構成図

歳 入 35億6,128万円

歳 出 33億4,105万円

自主財源
16億
4,806万円
46.3％

町税
7億1,678万円
20.1％

総務費
6億143万円
18.0％

民生費
3億7,144万円
11.1％

衛生費
3億1,677万円
9.5％農林水産業費

11億3,723万円
34.0％

土木費
2億8,747万円
8.6％

教育費
2億9,764万円
8.9％

議会費
5,423万円　1.6％

使用料及び手数料
8,052万円　2.3％
分担金及び負担金
2,474万円　0.7％

諸収入
5億1,369万円
14.3％県支出金

6億5,943万円
18.5％

地方交付税
8億9,358万円
25.1％

その他（9,966万円　2.8％）
繰入金3,608万円　1.0％
寄附金281万円　0.1％
財産収入6,077万円　1.7％

その他（6,666万円　1.9％）
地方譲与税1,107万円　0.3％
利子割交付金321万円　0.1％
配当割交付金126万円　0.0％
地方消費税交付金4,150万円　1.2％
自動車取得税交付金302万円　0.1％
株式等譲渡所得割交付金38万円　0.0％
地方特例交付金622万円　0.2％

商工費
3,896万円　1.2％

消防費
4,239万円
1.3％

公債費 1億9,349万円
5.8％

繰越金
2億1,267万円　6.0％
繰越金
2億1,267万円　6.0％

依存財源
19億
1,320万円
53.7％

町債9,500万円　2.7％

国庫支出金
1億9,853万円
5.6％

（グラフの数字は万円単位にしていますので合計が一致しないことがあります。）
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監
査
報
告

　
平
成
22
年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
簡
易
水
道

会
計
に
つ
い
て
、
証
拠
書
類
お
よ
び
関
係
諸
帳
簿
を
基

準
と
し
て
審
査
し
た
結
果
、
会
計
経
理
は
適
正
と
認
め
た
。

〔
主
な
指
摘
事
項
〕

《
一
般
会
計
》

　
税
の
徴
収
率
は
高
水
準
を
維
持
し
て
い
る
が
、
一
部

で
滞
納
が
見
受
け
ら
れ
る
の
で
、
完
納
に
向
け
努
力
を

願
う
。
ま
た
、
先
行
き
が
不
透
明
で
は
あ
る
が
、
町
の

将
来
を
見
据
え
、
創
意
と
工
夫
を
凝
ら
し
た
行
財
政
運

営
を
望
む
。

《
特
別
会
計
》

（
国
民
健
康
保
険
事
業
）

　
税
の
滞
納
が
前
年
度
よ
り
若
干
増
え
て
い
る
の
で
、

滞
納
額
を
減
ら
す
よ
う
取
り
組
み
の
強
化
を
願
い
た
い
。

ま
た
、
医
療
費
の
適
正
化
を
図
り
、
健
全
運
営
を
望
む
。

（
下
水
道
事
業
）

　
使
用
料
は
一
部
滞
納
が
見
受
け
ら
れ
る
。
当
会
計
は
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
が
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い

る
。
水
洗
化
率
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
負
担
金
、

使
用
料
の
滞
納
額
の
完
納
と
健
全
な
財
政
運
営
を
望
む
。

（
簡
易
水
道
事
業
）

　
平
成
23
〜
26
年
度
の
４
年
間
で
、
老
朽
化
の
進
ん
で

い
る
配
水
池
等
の
整
備
を
予
定
し
て
い
る
。
経
営
環
境

は
厳
し
い
状
況
が
予
想
さ
れ
る
が
、
水
の
安
定
供
給
、

効
率
的
な
経
営
を
推
進
し
、
ま
た
、
収
入
の
確
保
等
を

抜
本
的
に
見
直
し
、
一
層
の
経
営
健
全
化
を
望
む
。

〝
滞
納
が
減
る
よ
う一層
の
努
力
を
〞

専決処分

監
査
委
員

　岡
田

　英
機

同

　

 

　小
野

　孝
一

主な質疑

討

　論

特
別
会
計

（
浜
口
）
胃
カ
メ
ラ

の
検
査
が
で
き
な
い

と
の
こ
と
だ
が
、
有
効
活
用

が
で
き
る
時
の
た
め
に
、
維

持
管
理
は
ど
の
よ
う
に
し
て

い
る
の
か
。

（
事
務
長
）
維
持
管

理
は
定
期
的
に
行
っ

て
い
る
。（

井
下
）
経
済
的
に

接
続
可
能
な
の
に
で

き
て
い
な
い
世
帯
は
何
軒
か
。

（
環
境
水
道
課
長
）

町
全
体
の
未
接
続
軒

数
は
70
軒
程
度
だ
が
、
そ
の

数
は
つ
か
め
て
い
な
い
。

　
賛
成
（
浜
口
）
徴
収
率
の

向
上
に
努
力
さ
れ
た
い
。

　
賛
成
（
作
田
）
一
般
会
計

診
療
所
事
業

国
民
健
康
保
険
事
業

診
療
所
事
業

下
水
道
事
業

下
水
道
事
業

釣
公
園
事
業

簡
易
水
道
事
業

QAQA

町民に利用するよう周知して
釣公園

急げ、火まつりに間に合わん急げ、火まつりに間に合わん
直島つつじ太鼓の「大やぐら」の皮が
老朽化のため練習中に破れました。
「火まつり」の演奏に間に合わすため、
修繕費95万円を専決処分しました。

直島つつじ太鼓の「大やぐら」の皮が
老朽化のため練習中に破れました。
「火まつり」の演奏に間に合わすため、
修繕費95万円を専決処分しました。

か
ら
の
繰
入
金
の
減
少
を
期

待
す
る
。

　
賛
成
（
井
下
）
水
洗
化
率

の
向
上
、
負
担
金
の
徴
収
を

積
極
的
に
行
い
健
全
財
政
を

目
指
す
よ
う
努
力
さ
れ
た
い
。

　
賛
成
（
大
谷
）
苦
し
い
運

営
で
努
力
し
て
い
る
と
思
う

が
、
町
民
に
も
積
極
的
に
利

用
す
る
よ
う
周
知
し
て
も
ら

い
た
い
。

　
賛
成
（
丸
山
）
今
後
４
年

間
に
わ
た
り
陸
上
部
の
配
管

工
事
を
す
る
が
、
飲
料
水
の

安
定
供
給
を
望
む
。
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監
査
報
告

　
平
成
22
年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
簡
易
水
道

会
計
に
つ
い
て
、
証
拠
書
類
お
よ
び
関
係
諸
帳
簿
を
基

準
と
し
て
審
査
し
た
結
果
、
会
計
経
理
は
適
正
と
認
め
た
。

〔
主
な
指
摘
事
項
〕

《
一
般
会
計
》

　
税
の
徴
収
率
は
高
水
準
を
維
持
し
て
い
る
が
、
一
部

で
滞
納
が
見
受
け
ら
れ
る
の
で
、
完
納
に
向
け
努
力
を

願
う
。
ま
た
、
先
行
き
が
不
透
明
で
は
あ
る
が
、
町
の

将
来
を
見
据
え
、
創
意
と
工
夫
を
凝
ら
し
た
行
財
政
運

営
を
望
む
。

《
特
別
会
計
》

（
国
民
健
康
保
険
事
業
）

　
税
の
滞
納
が
前
年
度
よ
り
若
干
増
え
て
い
る
の
で
、

滞
納
額
を
減
ら
す
よ
う
取
り
組
み
の
強
化
を
願
い
た
い
。

ま
た
、
医
療
費
の
適
正
化
を
図
り
、
健
全
運
営
を
望
む
。

（
下
水
道
事
業
）

　
使
用
料
は
一
部
滞
納
が
見
受
け
ら
れ
る
。
当
会
計
は
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
が
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い

る
。
水
洗
化
率
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
負
担
金
、

使
用
料
の
滞
納
額
の
完
納
と
健
全
な
財
政
運
営
を
望
む
。

（
簡
易
水
道
事
業
）

　
平
成
23
〜
26
年
度
の
４
年
間
で
、
老
朽
化
の
進
ん
で

い
る
配
水
池
等
の
整
備
を
予
定
し
て
い
る
。
経
営
環
境

は
厳
し
い
状
況
が
予
想
さ
れ
る
が
、
水
の
安
定
供
給
、

効
率
的
な
経
営
を
推
進
し
、
ま
た
、
収
入
の
確
保
等
を

抜
本
的
に
見
直
し
、
一
層
の
経
営
健
全
化
を
望
む
。

〝
滞
納
が
減
る
よ
う一層
の
努
力
を
〞

専決処分

監
査
委
員

　岡
田

　英
機

同

　

 

　小
野

　孝
一

主な質疑

討

　論

特
別
会
計

（
浜
口
）
胃
カ
メ
ラ

の
検
査
が
で
き
な
い

と
の
こ
と
だ
が
、
有
効
活
用

が
で
き
る
時
の
た
め
に
、
維

持
管
理
は
ど
の
よ
う
に
し
て

い
る
の
か
。

（
事
務
長
）
維
持
管

理
は
定
期
的
に
行
っ

て
い
る
。（

井
下
）
経
済
的
に

接
続
可
能
な
の
に
で

き
て
い
な
い
世
帯
は
何
軒
か
。

（
環
境
水
道
課
長
）

町
全
体
の
未
接
続
軒

数
は
70
軒
程
度
だ
が
、
そ
の

数
は
つ
か
め
て
い
な
い
。

　
賛
成
（
浜
口
）
徴
収
率
の

向
上
に
努
力
さ
れ
た
い
。

　
賛
成
（
作
田
）
一
般
会
計

診
療
所
事
業

国
民
健
康
保
険
事
業

診
療
所
事
業

下
水
道
事
業

下
水
道
事
業

釣
公
園
事
業

簡
易
水
道
事
業

QAQA

町民に利用するよう周知して
釣公園

急げ、火まつりに間に合わん急げ、火まつりに間に合わん
直島つつじ太鼓の「大やぐら」の皮が
老朽化のため練習中に破れました。
「火まつり」の演奏に間に合わすため、
修繕費95万円を専決処分しました。

直島つつじ太鼓の「大やぐら」の皮が
老朽化のため練習中に破れました。
「火まつり」の演奏に間に合わすため、
修繕費95万円を専決処分しました。

か
ら
の
繰
入
金
の
減
少
を
期

待
す
る
。

　
賛
成
（
井
下
）
水
洗
化
率

の
向
上
、
負
担
金
の
徴
収
を

積
極
的
に
行
い
健
全
財
政
を

目
指
す
よ
う
努
力
さ
れ
た
い
。

　
賛
成
（
大
谷
）
苦
し
い
運

営
で
努
力
し
て
い
る
と
思
う

が
、
町
民
に
も
積
極
的
に
利

用
す
る
よ
う
周
知
し
て
も
ら

い
た
い
。

　
賛
成
（
丸
山
）
今
後
４
年

間
に
わ
た
り
陸
上
部
の
配
管

工
事
を
す
る
が
、
飲
料
水
の

安
定
供
給
を
望
む
。
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災害に
強い町づくりを

踊
り
は
、
伝
統
的
な
も
の
な

の
で
伝
承
で
き
る
よ
う
に
ビ

デ
オ
を
撮
っ
て
は
。

A
（
教
育
長
）
郷
土
芸
能
保

存
会
な
ど
も
あ
る
の
で
、
撮

影
な
ど
考
え
て
い
き
た
い
。

Q
（
井
下
）
中
学
校
生
徒
会

の
作
文
が
社
会
科
の
教
科
書

に
載
る
よ
う
だ
が
、
町
民
・

生
徒
に
見
せ
れ
な
い
か
。

A
（
教
育
長
）
文
科
省
の
検

定
を
パ
ス
し
た
も
の
で
、
教

科
書
に
載
っ
て
い
る
と
紹
介

し
た
い
。

Q
（
井
下
）
瀬
戸
内
国
際
こ

ど
も
映
画
祭
は
、
子
ど
も
の

た
め
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、

教
育
関
係
者
も
企
画
に
参
加

す
れ
ば
、
も
っ
と
盛
り
上
が

る
の
で
は
。

A
（
教
育
長
）
映
画
が
上
映

さ
れ
る
の
で
子
ど
も
た
ち
が

多
勢
参
加
す
れ
ば
と
思
っ
て

い
た
。
中
に
は
難
し
い
映
画

も
あ
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な

企
画
は
活
用
し
た
い
。

指
導
委
員
の
構
成
な
ど
は
。

A
（
教
育
長
）
運
営
指
導
委

員
は
、
香
川
大
学
の
先
生
、

県
教
育
委
員
会
職
員
、
公
立

学
校
長
な
ど
５
人
で
構
成
さ

れ
て
い
る
。

Q
（
中
野
）
直
島
野
球
少
年

団
の
30
周
年
記
念
大
会
が
開

催
さ
れ
優
秀
な
成
績
で
あ
っ

た
。
中
学
校
で
野
球
部
の
復

活
を
し
て
は
。

A
（
教
育
長
）
少
年
野
球
は

強
く
な
っ
て
い
る
。
部
活
に

熱
心
な
中
学
校
長
で
あ
り
、

Q
（
丸
山
）
中
学
校
の
職
場

体
験
の
行
き
先
は
、
生
徒
が

決
め
る
の
か
。

A
（
教
育
長
）
事
前
に
学
習

を
し
て
、
こ
の
よ
う
な
場
所

が
あ
る
と
ヒ
ン
ト
を
提
示
し

て
い
る
。
生
徒
の
発
想
で
行

っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。

Q
（
井
下
）
研
究
開
発
学
校

と
し
て
全
国
的
に
注
目
を
浴

び
る
こ
と
に
な
る
が
、
運
営

香川県直島町 議会だより No.157

香川県直島町 議会だより No.157

教育長報告

こども映画祭のオープニングに参加した
仙台の子どもたち（土庄町）

間一髪！ アウト？ セーフ？

●６月21日　「００７記念館」運営委員会設立総会
がエコタウンハウスで開催されました。
●７月20日　町民専用小型バスについて、積浦バ
ス停までの路線延長、桃山下バス停の廃止、郵
便局前バス停の新設など、運行コースとダイヤを
改正しました。
●７月29日　香川県議会の議長及び香川県環境
森林部長を議長とともに訪問し、豊島廃棄物等
処理事業に係る要望書を提出しました。
●８月６日　第26回直島夏まつりが町民グラウンド
で開催され、大盛況の内に終了しました。
●８月20日　第10回花火大会「直島の火まつり」を
つつじ荘で開催しました。今回は10回目の記念大
会として、火まつりライブや打ち上げ花火の充実
を図るとともに、恒例のつつじ太鼓の息のあった
演技、屋台の出店などで、約1,600人の皆様にお
楽しみいただきました。
●９月１日　香川県と合同の総合防災訓練を町民
グラウンドで開催しました。当日は、南海地震によ
る津波を想定した訓練で、自衛隊、消防、警察、自
主防災組織、幼・小・中学校など町内外から約
850人の参加がありました。

町長報告
（主なもの）

●６月３日　平成23年度高松讃岐地区租税教育推進協議
会が高松市民文化センター会議室で開催されました。

●６月８日　研究開発学校運営指導委員会が小学校会議
室で開催され、授業参観とともに研究協議が行われまし
た。

●７月１日　小・中学校の給食献立に、地産地消の活動とし
て直島産のノリ佃煮が取り入れられ、この日に児童生徒
により食されました。

●７月２日　直島町子ども会育成連絡協議会主催による清
掃奉仕活動が開催され、子ども、育成者等が町内海浜
や遊園地の清掃を行いました。

●７月12日　小学校５年生が水産教室の一環として、琴反
地海岸他で干潟観察会の学習を行い、県水産課職員
等から指導を受けました。

●７月22日　小学校内に設けている「ふれんどルーム」に対
して直島ライオンズクラブおよび商工会女性部より網戸、
カーテンが寄贈されました。

●７月30・31日　直島野球少年団30周年記念交流大会が
町民グラウンド他で開催されました。（直島野球少年団は
４戦４勝）

●７月30・31日　中学校生徒会主催による直島一周ゴミ拾
いツアーが行われました。

●８月６日　第26回直島夏まつりが町民グラウンドで開催さ
れ、Ｙ・Ｙ・Ｃがジャンケン大会の運営に関わりました。

●８月22日　直島町差別をなくし、人権を擁護する審議会
が役場会議室で開催されました。

●８月30日　定例教育委員会が役場会議室で開催されま
した。

（主なもの）
Q
（
小
林
）
「
０
０
７
記
念

館
」
の
運
営
資
金
に
観
光
協

会
の
年
会
費
を
あ
て
る
こ
と

は
で
き
る
か
。

A
（
町
長
）
ベ
ネ
ッ
セ
、
製

錬
所
、
四
国
汽
船
、
観
光
協

会
か
ら
の
寄
付
で
ま
か
な
う

と
聞
い
て
い
る
。

Q
（
井
下
）
駆
除
の
効
果
に

つ
い
て
、
農
業
者
、
漁
業
者

か
ら
報
告
が
あ
っ
た
か
。

A
（
町
長
）
カ
ワ
ウ
や
タ
ヌ

キ
は
減
っ
て
い
る
と
聞
い
て

い
る
。
カ
ラ
ス
は
効
果
が
あ

が
っ
て
い
な
い
の
で
辛
抱
強

く
や
り
た
い
。

Q
（
丸
山
）
町
民
専
用
小
型

バ
ス
の
ル
ー
ト
変
更
後
、
客

は
増
え
た
か
。

A
（
町
長
）
多
少
増
え
て
、

1
日
10
人
ほ
ど
だ
。

Q
（
井
下
）
今
年
の
火
ま
つ

り
は
第
10
回
で
予
算
を
増
や

し
た
が
、
来
年
は
ど
う
す
る

の
か
。
ま
た
、
屋
台
の
利
用

状
況
は
。

A
（
町
長
）
同
額
で
と
考
え

て
い
る
。
屋
台
の
出
店
は
商

工
会
に
お
願
い
し
た
が
、
利

用
状
況
は
よ
か
っ
た
。

Q
（
大
谷
）
瀬
戸
内
国
際
こ

ど
も
映
画
祭
の
映
画
は
非
常

に
よ
か
っ
た
が
、
こ
ど
も
は

少
な
か
っ
た
。
夏
休
み
中
の

登
校
日
に
合
わ
せ
ば
よ
か
っ

た
の
で
は
。

A
（
町
長
）
上
映
日
の
う
ち

１
日
は
登
校
日
に
あ
た
っ
て

い
た
。
教
育
委
員
会
に
も
協

力
を
要
請
し
た
が
、
宣
伝
が

不
十
分
だ
っ
た
。

Q
（
井
下
）
こ
ど
も
映
画
祭

は
、
実
行
委
員
会
等
と
の
連

携
が
う
ま
く
い
っ
て
な
か
っ

た
と
聞
い
た
。
実
行
委
員
会

で
反
省
を
す
る
の
か
。

A
（
町
長
）
ぜ
ひ
反
省
会
を

開
い
て
も
ら
い
、
意
見
を
言

い
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

Q
（
作
田
）
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
見
直
し
を
す
る
と
思
う

が
、
海
抜
何
メ
ー
ト
ル
か
が

分
か
る
マ
ッ
プ
を
作
成
し
て

は
ど
う
か
。

A
（
町
長
）
県
も
現
在
見
直

こ
ど
も
映
画
祭
の
反
省
を

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
見
直
し
を

直
島
に
有
利
な
協
定
を

高
潮
対
策
は

　
早
急
に

質
疑

主
な

質
疑

主
な

０
０
７
記
念
館
の
運
営
資
金
は

行
き
先
は
誰
が
決
め
る
の
か

運
営
指
導
委
員
の
構
成
は

カ
ワ
ウ
駆
除
の
効
果
は

町
民
専
用
バ
ス
の
乗
客
数
は

火
ま
つ
り
の
予
算
は

野
球
部
の
復
活
は

ビ
デ
オ
を
残
し
て
は

中
学
校
の
活
動
が
教
科
書
に

少
年
野
球
の
保
護
者
会
を
開

く
段
取
り
に
な
っ
て
い
る
。

Q
（
大
谷
）
ソ
ー
レ
イ
エ
の

こ
ど
も
映
画
祭
を

　
も
っ
と
盛
り
上
げ
て

野球部復活を
検討したい こども映画祭の反省を

し
を
行
っ
て
い
る
。

町
も
台
風
・
津

波
・
地
震
に
あ
わ

せ
た
マ
ッ
プ
に
し

た
い
。

Q
（
中
野
）
台
風

12
号
の
満
潮
時
に
、

消
防
団
が
可
搬
ポ

ン
プ
で
排
水
し
、

効
果
が
あ
っ
た
。

今
後
も
こ
の
よ
う

な
方
法
を
と
る
の

か
。

A
（
町
長
）
災
害
に
強
い
町

づ
く
り
を
真
剣
に
考
え
た
い
。

多
額
の
費
用
が
必
要
だ
が
早

急
に
進
め
た
い
。

Q
（
小
林
）
豊
島
問
題
は
、

特
に
大
き
な
風
評
被
害
は
な

か
っ
た
が
、
今
後
協
定
書
を

結
ぶ
と
き
に
は
終
了
時
点
か

ら
最
低
３
年
は
対
策
費
を
残

す
と
い
う
中
身
に
す
べ
き
だ
。

A
（
町
長
）
漁
業
組
合
か
ら

も
要
望
が
出
る
と
思
う
。
直

島
に
と
っ
て
有
利
な
協
定
を

結
び
た
い
。

67

濵田町長



災害に
強い町づくりを

踊
り
は
、
伝
統
的
な
も
の
な

の
で
伝
承
で
き
る
よ
う
に
ビ

デ
オ
を
撮
っ
て
は
。

A
（
教
育
長
）
郷
土
芸
能
保

存
会
な
ど
も
あ
る
の
で
、
撮

影
な
ど
考
え
て
い
き
た
い
。

Q
（
井
下
）
中
学
校
生
徒
会

の
作
文
が
社
会
科
の
教
科
書

に
載
る
よ
う
だ
が
、
町
民
・

生
徒
に
見
せ
れ
な
い
か
。

A
（
教
育
長
）
文
科
省
の
検

定
を
パ
ス
し
た
も
の
で
、
教

科
書
に
載
っ
て
い
る
と
紹
介

し
た
い
。

Q
（
井
下
）
瀬
戸
内
国
際
こ

ど
も
映
画
祭
は
、
子
ど
も
の

た
め
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、

教
育
関
係
者
も
企
画
に
参
加

す
れ
ば
、
も
っ
と
盛
り
上
が

る
の
で
は
。

A
（
教
育
長
）
映
画
が
上
映

さ
れ
る
の
で
子
ど
も
た
ち
が

多
勢
参
加
す
れ
ば
と
思
っ
て

い
た
。
中
に
は
難
し
い
映
画

も
あ
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な

企
画
は
活
用
し
た
い
。

指
導
委
員
の
構
成
な
ど
は
。

A
（
教
育
長
）
運
営
指
導
委

員
は
、
香
川
大
学
の
先
生
、

県
教
育
委
員
会
職
員
、
公
立

学
校
長
な
ど
５
人
で
構
成
さ

れ
て
い
る
。

Q
（
中
野
）
直
島
野
球
少
年

団
の
30
周
年
記
念
大
会
が
開

催
さ
れ
優
秀
な
成
績
で
あ
っ

た
。
中
学
校
で
野
球
部
の
復

活
を
し
て
は
。

A
（
教
育
長
）
少
年
野
球
は

強
く
な
っ
て
い
る
。
部
活
に

熱
心
な
中
学
校
長
で
あ
り
、

Q
（
丸
山
）
中
学
校
の
職
場

体
験
の
行
き
先
は
、
生
徒
が

決
め
る
の
か
。

A
（
教
育
長
）
事
前
に
学
習

を
し
て
、
こ
の
よ
う
な
場
所

が
あ
る
と
ヒ
ン
ト
を
提
示
し

て
い
る
。
生
徒
の
発
想
で
行

っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。

Q
（
井
下
）
研
究
開
発
学
校

と
し
て
全
国
的
に
注
目
を
浴

び
る
こ
と
に
な
る
が
、
運
営
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教育長報告

こども映画祭のオープニングに参加した
仙台の子どもたち（土庄町）

間一髪！ アウト？ セーフ？

●６月21日　「００７記念館」運営委員会設立総会
がエコタウンハウスで開催されました。
●７月20日　町民専用小型バスについて、積浦バ
ス停までの路線延長、桃山下バス停の廃止、郵
便局前バス停の新設など、運行コースとダイヤを
改正しました。
●７月29日　香川県議会の議長及び香川県環境
森林部長を議長とともに訪問し、豊島廃棄物等
処理事業に係る要望書を提出しました。
●８月６日　第26回直島夏まつりが町民グラウンド
で開催され、大盛況の内に終了しました。
●８月20日　第10回花火大会「直島の火まつり」を
つつじ荘で開催しました。今回は10回目の記念大
会として、火まつりライブや打ち上げ花火の充実
を図るとともに、恒例のつつじ太鼓の息のあった
演技、屋台の出店などで、約1,600人の皆様にお
楽しみいただきました。
●９月１日　香川県と合同の総合防災訓練を町民
グラウンドで開催しました。当日は、南海地震によ
る津波を想定した訓練で、自衛隊、消防、警察、自
主防災組織、幼・小・中学校など町内外から約
850人の参加がありました。

町長報告
（主なもの）

●６月３日　平成23年度高松讃岐地区租税教育推進協議
会が高松市民文化センター会議室で開催されました。

●６月８日　研究開発学校運営指導委員会が小学校会議
室で開催され、授業参観とともに研究協議が行われまし
た。

●７月１日　小・中学校の給食献立に、地産地消の活動とし
て直島産のノリ佃煮が取り入れられ、この日に児童生徒
により食されました。

●７月２日　直島町子ども会育成連絡協議会主催による清
掃奉仕活動が開催され、子ども、育成者等が町内海浜
や遊園地の清掃を行いました。

●７月12日　小学校５年生が水産教室の一環として、琴反
地海岸他で干潟観察会の学習を行い、県水産課職員
等から指導を受けました。

●７月22日　小学校内に設けている「ふれんどルーム」に対
して直島ライオンズクラブおよび商工会女性部より網戸、
カーテンが寄贈されました。

●７月30・31日　直島野球少年団30周年記念交流大会が
町民グラウンド他で開催されました。（直島野球少年団は
４戦４勝）

●７月30・31日　中学校生徒会主催による直島一周ゴミ拾
いツアーが行われました。

●８月６日　第26回直島夏まつりが町民グラウンドで開催さ
れ、Ｙ・Ｙ・Ｃがジャンケン大会の運営に関わりました。

●８月22日　直島町差別をなくし、人権を擁護する審議会
が役場会議室で開催されました。

●８月30日　定例教育委員会が役場会議室で開催されま
した。

（主なもの）
Q
（
小
林
）
「
０
０
７
記
念

館
」
の
運
営
資
金
に
観
光
協

会
の
年
会
費
を
あ
て
る
こ
と

は
で
き
る
か
。

A
（
町
長
）
ベ
ネ
ッ
セ
、
製

錬
所
、
四
国
汽
船
、
観
光
協

会
か
ら
の
寄
付
で
ま
か
な
う

と
聞
い
て
い
る
。

Q
（
井
下
）
駆
除
の
効
果
に

つ
い
て
、
農
業
者
、
漁
業
者

か
ら
報
告
が
あ
っ
た
か
。

A
（
町
長
）
カ
ワ
ウ
や
タ
ヌ

キ
は
減
っ
て
い
る
と
聞
い
て

い
る
。
カ
ラ
ス
は
効
果
が
あ

が
っ
て
い
な
い
の
で
辛
抱
強

く
や
り
た
い
。

Q
（
丸
山
）
町
民
専
用
小
型

バ
ス
の
ル
ー
ト
変
更
後
、
客

は
増
え
た
か
。

A
（
町
長
）
多
少
増
え
て
、

1
日
10
人
ほ
ど
だ
。

Q
（
井
下
）
今
年
の
火
ま
つ

り
は
第
10
回
で
予
算
を
増
や

し
た
が
、
来
年
は
ど
う
す
る

の
か
。
ま
た
、
屋
台
の
利
用

状
況
は
。

A
（
町
長
）
同
額
で
と
考
え

て
い
る
。
屋
台
の
出
店
は
商

工
会
に
お
願
い
し
た
が
、
利

用
状
況
は
よ
か
っ
た
。

Q
（
大
谷
）
瀬
戸
内
国
際
こ

ど
も
映
画
祭
の
映
画
は
非
常

に
よ
か
っ
た
が
、
こ
ど
も
は

少
な
か
っ
た
。
夏
休
み
中
の

登
校
日
に
合
わ
せ
ば
よ
か
っ

た
の
で
は
。

A
（
町
長
）
上
映
日
の
う
ち

１
日
は
登
校
日
に
あ
た
っ
て

い
た
。
教
育
委
員
会
に
も
協

力
を
要
請
し
た
が
、
宣
伝
が

不
十
分
だ
っ
た
。

Q
（
井
下
）
こ
ど
も
映
画
祭

は
、
実
行
委
員
会
等
と
の
連

携
が
う
ま
く
い
っ
て
な
か
っ

た
と
聞
い
た
。
実
行
委
員
会

で
反
省
を
す
る
の
か
。

A
（
町
長
）
ぜ
ひ
反
省
会
を

開
い
て
も
ら
い
、
意
見
を
言

い
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

Q
（
作
田
）
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
見
直
し
を
す
る
と
思
う

が
、
海
抜
何
メ
ー
ト
ル
か
が

分
か
る
マ
ッ
プ
を
作
成
し
て

は
ど
う
か
。

A
（
町
長
）
県
も
現
在
見
直

こ
ど
も
映
画
祭
の
反
省
を

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
見
直
し
を

直
島
に
有
利
な
協
定
を

高
潮
対
策
は

　
早
急
に

質
疑

主
な

質
疑

主
な

０
０
７
記
念
館
の
運
営
資
金
は

行
き
先
は
誰
が
決
め
る
の
か

運
営
指
導
委
員
の
構
成
は

カ
ワ
ウ
駆
除
の
効
果
は

町
民
専
用
バ
ス
の
乗
客
数
は

火
ま
つ
り
の
予
算
は

野
球
部
の
復
活
は

ビ
デ
オ
を
残
し
て
は

中
学
校
の
活
動
が
教
科
書
に

少
年
野
球
の
保
護
者
会
を
開

く
段
取
り
に
な
っ
て
い
る
。

Q
（
大
谷
）
ソ
ー
レ
イ
エ
の

こ
ど
も
映
画
祭
を

　
も
っ
と
盛
り
上
げ
て

野球部復活を
検討したい こども映画祭の反省を

し
を
行
っ
て
い
る
。

町
も
台
風
・
津

波
・
地
震
に
あ
わ

せ
た
マ
ッ
プ
に
し

た
い
。

Q
（
中
野
）
台
風

12
号
の
満
潮
時
に
、

消
防
団
が
可
搬
ポ

ン
プ
で
排
水
し
、

効
果
が
あ
っ
た
。

今
後
も
こ
の
よ
う

な
方
法
を
と
る
の

か
。

A
（
町
長
）
災
害
に
強
い
町

づ
く
り
を
真
剣
に
考
え
た
い
。

多
額
の
費
用
が
必
要
だ
が
早

急
に
進
め
た
い
。

Q
（
小
林
）
豊
島
問
題
は
、

特
に
大
き
な
風
評
被
害
は
な

か
っ
た
が
、
今
後
協
定
書
を

結
ぶ
と
き
に
は
終
了
時
点
か

ら
最
低
３
年
は
対
策
費
を
残

す
と
い
う
中
身
に
す
べ
き
だ
。

A
（
町
長
）
漁
業
組
合
か
ら

も
要
望
が
出
る
と
思
う
。
直

島
に
と
っ
て
有
利
な
協
定
を

結
び
た
い
。
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議
員
か
ら

○
一
次
回
答
よ
り
二
次
回
答

　
は
良
く
な
っ
た
。

○
時
が
経
て
ば
双
方
と
も
担

当
者
が
替
わ
る
。
申
し
送

り
を
し
っ
か
り
し
て
、
誠

意
あ
る
対
応
を
望
む
。

等
の
意
見
が
出
さ
れ
、
県
に

対
し
二
次
回
答
ど
お
り
の
対

応
を
約
束
し
、
会
を
終
了
し

ま
し
た
。

〔
環
境
水
道
課
〕

○
平
成
21
年
度
玉
野
か
ら

の
水
道
受
水
量
は
１
日
平

均
４
、４
４
５
㎥
。

○
平
成
21
年
度
末
の
下
水

道
接
続
戸
数
は
１
、
３
１

０
戸
で
普
及
率
は
92
・
33

％
。

○
平
成
21
年
度
の
塵
芥
量

は
１
、
９
０
０
ト
ン
強
。

不
燃
物
は
１
、
９
８
０
ト

ン
強
。

○
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
設
置
補
助
の
平
成

22
年
度
予
算
は
10
軒
分
予

定
し
て
い
る
。

〔
建
設
経
済
課
〕

○
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
町
民

パ
ス
ポ
ー
ト
の
予
約
販
売

を
し
た
。

○
５
月
１
日
か
ら
釣
公
園
で

「
鯛
の
お
刺
身
定
食
」
な

ど
の
営
業
を
開
始
し
た
。

Q
　
宮
浦
港
駐
輪
場
の
整
備

は
い
つ
か
ら
か
。

A
　
県
に
早
く
す
る
よ
う
要

望
し
て
い
る
。

Q
　
赤
カ
ボ
チ
ャ
に
登
る
人

が
い
る
が
対
策
は
。

A
　
注
意
板
を
多
く
す
る
。

ま
た
、
港
湾
パ
ト
ロ
ー
ル
も

し
て
い
る
。

〔
住
民
福
祉
課
〕

　
４
月
末
現
在
の
「
レ
フ
ァ

シ
ー
ド
直
島
」
と
「
直
島
げ

ん
き
」
の
状
況

◎
レ
フ
ァ
シ
ー
ド
直
島

○
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
入
所
者
50
人
（
内
町
民
40

人
）
待
機
者
43
人

○
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業

　
４
月
の
利
用
者
１
２
０
人

で
稼
働
率
１
０
０
％

◎
直
島
げ
ん
き

○
高
齢
者
専
用
賃
貸
住
宅

　
入
居
者
７
人
（
定
員
８

人
）

〔
ふ
れ
あ
い
診
療
所
〕

○
レ
ン
ト
ゲ
ン
デ
ジ
タ
ル
撮

影
装
置
を
購
入
。

○
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
を

購
入
し
、
４
月
１
日
か
ら

テ
レ
ビ
カ
ー
ド
を
導
入
し

た
。
１
枚
１
、
０
０
０
円

で
20
時
間
見
ら
れ
る
。

　
　
な
ど
の
報
告
を
受
け
ま

し
た
。
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中野  善正 委員長

井下  良雄 委員長

作田  宏 委員長
総　務・文　教

町
民
専
用
小
型
バ
ス

運
行
コ
ー
ス
ダ
イ
ヤ
改
正

〔
総
務
課
〕

○
７
月
20
日
　
積
浦
バ
ス
停

ま
で
の
コ
ー
ス
延
長
、

桃
山
下
バ
ス
停
の
廃

止
、
郵
便
局
前
バ
ス

停
の
新
設
と
ダ
イ
ヤ

の
改
正
を
行
っ
た
。

Q
桃
山
周
辺
の
方
々
へ

の
運
行
止
め
の
説
明
は
。

A
「
や
む
を
得
な
い

な
」
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
。

○
７
月
22
日
　
玉
野
市
・
直

島
町
連
絡
協
議
会
を
直
島

で
開
催
。
当
町
か
ら
の
提

出
議
題
は
①
瀬
戸
内
国
際

こ
ど
も
映
画
祭
　
②
総
合

防
災
訓
練
の
実
施
　
③
豊

島
廃
棄
物
等
中
間
処
理
事

業
の
進
捗
状
況
の
３
件
だ

っ
た
。

○
８
月
９
日
　
井
島
西
側
で

林
野
火
災
発
生
、
消
防
全

出会い隊イベント、ラフティングツアーin徳島

中間処理施設に搬入している豊島産廃

両
市・町
の
問
題
点
を
議
論

６
床
か
ら
９
床
に
増
床

県の誠意ある対応を望む

　８月22・23日の両日、合同常任委員会を開
催しました。各課から現状報告を受け、活発に
議論を交わしました。主なものを報告します。

分
団
を
招
集
す
る
と
と
も

に
香
川
県
防
災
航
空
隊
に

出
動
を
要
請
し
て
消
火
に

当
た
っ
た
が
火
勢
が
衰
え

な
い
た
め
自
衛
隊
に
応
援

を
求
め
た
。
上
空
か
ら
大

規
模
な
消
火
活
動
を
行
い

14
日
17
時
に
や
っ
と
鎮
火

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
な

お
、
原
因
に
つ
い
て
は
、

高
松
北
警
察
署
が
調
査
中
。

Q
団
員
で
熱
中
症
が
出
た
と

聞
い
た
が
。

A
３
人
だ
が
全
員
無
事
だ
っ

た
。

○
８
月
21
日
　
直
島
出
会
い

隊
イ
ベ
ン
ト
第
12
弾
「
真

自
衛
隊
に
も
応
援
要
請

ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
で
愛
を
育
む

少
年
ス
ポ
ー
ツ
教
室
は

経　済・民　生 〔
ふ
れ
あ
い
診
療
所
〕

○
４
月
か
ら
７
月
ま
で
の
診

療
状
況

①
外
来
患
者

　
１
日
平
均
74
・
9
人

②
入
院
患
者

　
１
日
平
均
8
・
2
人

③
時
間
外
救
急
患
者

　
１
日
平
均
　
　
２
人

④
骨
密
度
検
査
　
14
人

⑤
特
定
検
診
　
　
17
人

⑥
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
等

介
護
利
用
は
８
月
１

日
よ
り
６
床
か
ら
９
床
に

な
り
、
利
用
者
増
と
な
っ

た
。

〔
建
設
経
済
課
〕

○
０
０
７
記
念
館
は
寄
付
金

で
運
営
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。

○
２
回
に
わ
た
っ
て
水
産
教

室
を
琴
反
地
で
実
施
。
こ

れ
に
小
学
校
５
年
生
27
人

が
先
生
と
と
も
に
参
加
し
、

ア
マ
モ
等
の
勉
強
を
し
た
。

○
新
聞
で
県
内
の
防
潮
施
設

の
進
捗
率
が
発
表
さ
れ
、

直
島
は
26
％
と
低
か
っ
た
。

要
因
は
第
２
期
工
事
計
画

も
計
算
に
加
え
た
た
め
。

○
夏
ま
つ
り
の
参
加
者

8
0
0
人
、
火
ま
つ
り
は
、

５
年
生
が
ア
マ
モ
の
勉
強

約
1
、
6
0
0
人
だ
っ
た
。

Q
本
村
か
ら
積
浦
行
き
道
路

（
石
井
建
設
か
ら
の
下
り
カ

ー
ブ
付
近
）
は
事
故
が
多
い

の
で
「
危
険
」
等
の
看
板
を

設
置
し
て
は
ど
う
か
。

A
検
討
し
て
み
る
。

〔
環
境
水
道
課
〕

○
３
月
か
ら
７
月
ま
で
の
水

道
受
水
量
は
、
１
日
平
均

4
、
3
3
5
㎥
。

○
鶴
石
受
水
場
か
ら
の
送
水

管
更
新
は
4
5
0
ｍ
進
ん

だ
（
進
捗
率
25
％
）
ダ
ク

タ
イ
ル
鋳
鉄
管
、
直
径

2
5
0
㎜
使
用
。

○
８
月
１
日
現
在
の
水
洗
化

率
は
94
・
98
%
、
下
水
道

普
及
率
は
93
・
02
%
。

○
浄
化
槽
設
置
補
助
事
業
と

し
て
５
人
槽
３
基
・
７
人

槽
２
基
を
予
定
し
て
い
る
。

○
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設

置
補
助
事
業
は
23
年
度
も

10
件
（
５
万
円
／
kw
で
４

kw
ま
で
）
予
定
し
て
お
り
、

６
件
の
申
請
が
来
て
い
る
。

〔
住
民
福
祉
課
〕

○
特
定
検
診
受
診
者
、
国
保

1
2
3
人
・
後
期
高
齢
者

91
人
計
2
1
4
人

○
レ
フ
ァ
シ
ー
ド
直
島
の
状

況

太
陽
光
発
電
補
助
に
申
請
６
件

レ
フ
ァ
シ
ー
ド
い
つ
も
満
杯

合
同
委
員
会

①
入
所
者
数
50
人
（
う
ち
町

民
41
人
）

　
待
機
者
数
45
人

②
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業

　
７
月
延
べ
1
4
8
人

③
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
営
業
日
数

25
日
、
登
録
者
45
人
、
月

間
延
べ
4
7
2
人

④
小
規
模
多
機
能
通
所
サ
ー

ビ
ス
利
用
者
６
人
（
定
員

６
人
）

Q
福
祉
セ
ン
タ
ー
劇
場
ホ
ー

ル
の
音
響
設
備
が
老
朽
化
し

て
い
る
の
で
更
新
を
考
え
て

ほ
し
い
。

A
検
討
す
る
。

夏
の
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
ツ
ア

ー
in
徳
島
」
男
性
18
人
、

女
性
18
人
計
36
人
が
参
加

交
流
。
ベ
ス
ト
１
カ
ッ
プ

ル
３
組
・
ベ
ス
ト
３
以
内

カ
ッ
プ
ル
が
５
組
成
立
。

近
い
将
来
が
楽
し
み
だ
。

〔
教
育
委
員
会
〕

○
８
月
２
日
　
香
川
オ
リ
ー

ブ
ガ
イ
ナ
ー
ズ
の
選
手
に

よ
る
野
球
の
指
導
を
受
け

た
。

Q
種
目
は
ど
こ
で
決
め
る
の

か
。

A
体
協
の
理
事
会
で
決
め
る
。

活性化対策特別

　
７
月
13
日
・
８
月
23
日
の

両
日
、
委
員
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
７
月
13
日
、
議
題
を
「
豊

島
中
間
処
理
施
設
の
処
理
終

了
後
の
利
用
に
つ
い
て
」
と

し
、
町
長
・
副
町
長
お
よ
び

担
当
課
長
出
席
の
下
、
県
の

回
答
に
対
し
て
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

　
県
の
回
答
内
容
は
、

①
溶
融
炉
の
活
用
は
コ
ス
ト

面
や
、
処
理
対
象
物
の
安

定
確
保
等
の
観
点
か
ら
困

難
。

②
溶
融
炉
を
除
い
た
施
設
は

三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
に
譲
渡

の
方
向
で
協
議
。

③
町
の
一
般
ゴ
ミ
処
理
は
町

が
整
備
し
、
県
は
一
定
の

支
援
を
す
る
。

と
い
う
も
の
で
し
た
。

議
員
か
ら

○
一
定
の
支
援
と
言
う
が
い

つ
答
え
が
出
る
の
か
、
早

く
答
え
を
出
す
よ
う
に
。

○
施
設
の
作
業
者
が
終
了
後

も
働
け
る
職
場
を
。

○
県
の
回
答
は
不
十
分
。
も

っ
と
誠
意
を
示
す
よ
う
に
。

等
、
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
、

町
長
か
ら
「
意
見
を
参
考
に
、

県
に
要
望
書
を
提
出
し
た

い
」
と
の
考
え
が
示
さ
れ
、

会
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
８
月
23
日
、
県
か
ら
環
境

森
林
部
長
他
７
人
、
町
か
ら

町
長
他
５
人
の
出
席
を
求
め

委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

議
題
は

①
豊
島
廃
棄
物
の
処
理
量
増

加
に
よ
る
計
画
の
見
直
し

に
つ
い
て
。

②
要
望
書
に
対
す
る
県
の
回

答
に
つ
い
て
。

　
町
長
か
ら
「
計
画
変
更
に

あ
た
り
、
協
定
書
の
見
直
し

や
町
民
へ
の
周
知
を
き
ち
ん

と
す
る
よ
う
に
」。
部
長
か

ら
「
24
年
度
末
終
了
の
計
画

を
、
延
長
せ
ざ
る
を
え
な
い

状
況
に
な
っ
た
。
県
政
の
最

重
要
課
題
と
し
て
取
り
組

む
」
と
の
挨
拶
の
後
、
協
議

に
入
り
ま
し
た
。

　
議
題
①
に
つ
い
て
、
県
の

説
明
は
「
処
理
量
は
20
〜

23
・
7
万
ト
ン
の
増
、
期
間

は
３
年
１
カ
月
〜
３
年
６
カ

月
程
度
延
長
」
で
し
た
。

議
員
か
ら

○
主
な
増
加
要
因
は
密
度
の

差
だ
。
今
ま
で
密
度
測
定

を
定
期
的
に
し
て
い
な
か

っ
た
の
か
。

○
３
月
か
ら
６
月
の
調
査
な

の
に
、
結
果
が
遅
い
の
は

な
ぜ
か
。

○
住
民
に
十
分
な
理
解
を
得

る
た
め
、
説
明
用
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
早
急
な
配
布
を
。

等
、
多
く
の
質
問
・
意
見
が

あ
り
、
委
員
会
と
し
て
、

○
住
民
へ
の
適
切
な
周
知
を

早
急
に
。

○
県
と
町
で
交
わ
し
て
い
る

協
定
書
の
見
直
し
変
更
を
。

○
必
ず
、
延
長
し
た
計
画
が

期
間
内
で
終
了
す
る
よ
う

に
。

の
３
点
を
要
望
し
ま
し
た
。

議
題
②
に
つ
い
て
、

委員会で県に強く要望
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議
員
か
ら

○
一
次
回
答
よ
り
二
次
回
答

　
は
良
く
な
っ
た
。

○
時
が
経
て
ば
双
方
と
も
担

当
者
が
替
わ
る
。
申
し
送

り
を
し
っ
か
り
し
て
、
誠

意
あ
る
対
応
を
望
む
。

等
の
意
見
が
出
さ
れ
、
県
に

対
し
二
次
回
答
ど
お
り
の
対

応
を
約
束
し
、
会
を
終
了
し

ま
し
た
。

〔
環
境
水
道
課
〕

○
平
成
21
年
度
玉
野
か
ら

の
水
道
受
水
量
は
１
日
平

均
４
、４
４
５
㎥
。

○
平
成
21
年
度
末
の
下
水

道
接
続
戸
数
は
１
、
３
１

０
戸
で
普
及
率
は
92
・
33

％
。

○
平
成
21
年
度
の
塵
芥
量

は
１
、
９
０
０
ト
ン
強
。

不
燃
物
は
１
、
９
８
０
ト

ン
強
。

○
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
設
置
補
助
の
平
成

22
年
度
予
算
は
10
軒
分
予

定
し
て
い
る
。

〔
建
設
経
済
課
〕

○
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
町
民

パ
ス
ポ
ー
ト
の
予
約
販
売

を
し
た
。

○
５
月
１
日
か
ら
釣
公
園
で

「
鯛
の
お
刺
身
定
食
」
な

ど
の
営
業
を
開
始
し
た
。

Q
　
宮
浦
港
駐
輪
場
の
整
備

は
い
つ
か
ら
か
。

A
　
県
に
早
く
す
る
よ
う
要

望
し
て
い
る
。

Q
　
赤
カ
ボ
チ
ャ
に
登
る
人

が
い
る
が
対
策
は
。

A
　
注
意
板
を
多
く
す
る
。

ま
た
、
港
湾
パ
ト
ロ
ー
ル
も

し
て
い
る
。

〔
住
民
福
祉
課
〕

　
４
月
末
現
在
の
「
レ
フ
ァ

シ
ー
ド
直
島
」
と
「
直
島
げ

ん
き
」
の
状
況

◎
レ
フ
ァ
シ
ー
ド
直
島

○
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
入
所
者
50
人
（
内
町
民
40

人
）
待
機
者
43
人

○
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業

　
４
月
の
利
用
者
１
２
０
人

で
稼
働
率
１
０
０
％

◎
直
島
げ
ん
き

○
高
齢
者
専
用
賃
貸
住
宅

　
入
居
者
７
人
（
定
員
８

人
）

〔
ふ
れ
あ
い
診
療
所
〕

○
レ
ン
ト
ゲ
ン
デ
ジ
タ
ル
撮

影
装
置
を
購
入
。

○
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
を

購
入
し
、
４
月
１
日
か
ら

テ
レ
ビ
カ
ー
ド
を
導
入
し

た
。
１
枚
１
、
０
０
０
円

で
20
時
間
見
ら
れ
る
。

　
　
な
ど
の
報
告
を
受
け
ま

し
た
。

香川県直島町 議会だより No.157

中野  善正 委員長

井下  良雄 委員長

作田  宏 委員長
総　務・文　教

町
民
専
用
小
型
バ
ス

運
行
コ
ー
ス
ダ
イ
ヤ
改
正

〔
総
務
課
〕

○
７
月
20
日
　
積
浦
バ
ス
停

ま
で
の
コ
ー
ス
延
長
、

桃
山
下
バ
ス
停
の
廃

止
、
郵
便
局
前
バ
ス

停
の
新
設
と
ダ
イ
ヤ

の
改
正
を
行
っ
た
。

Q
桃
山
周
辺
の
方
々
へ

の
運
行
止
め
の
説
明
は
。

A
「
や
む
を
得
な
い

な
」
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
。

○
７
月
22
日
　
玉
野
市
・
直

島
町
連
絡
協
議
会
を
直
島

で
開
催
。
当
町
か
ら
の
提

出
議
題
は
①
瀬
戸
内
国
際

こ
ど
も
映
画
祭
　
②
総
合

防
災
訓
練
の
実
施
　
③
豊

島
廃
棄
物
等
中
間
処
理
事

業
の
進
捗
状
況
の
３
件
だ

っ
た
。

○
８
月
９
日
　
井
島
西
側
で

林
野
火
災
発
生
、
消
防
全

出会い隊イベント、ラフティングツアーin徳島

中間処理施設に搬入している豊島産廃

両
市・町
の
問
題
点
を
議
論

６
床
か
ら
９
床
に
増
床

県の誠意ある対応を望む

　８月22・23日の両日、合同常任委員会を開
催しました。各課から現状報告を受け、活発に
議論を交わしました。主なものを報告します。

分
団
を
招
集
す
る
と
と
も

に
香
川
県
防
災
航
空
隊
に

出
動
を
要
請
し
て
消
火
に

当
た
っ
た
が
火
勢
が
衰
え

な
い
た
め
自
衛
隊
に
応
援

を
求
め
た
。
上
空
か
ら
大

規
模
な
消
火
活
動
を
行
い

14
日
17
時
に
や
っ
と
鎮
火

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
な

お
、
原
因
に
つ
い
て
は
、

高
松
北
警
察
署
が
調
査
中
。

Q
団
員
で
熱
中
症
が
出
た
と

聞
い
た
が
。

A
３
人
だ
が
全
員
無
事
だ
っ

た
。

○
８
月
21
日
　
直
島
出
会
い

隊
イ
ベ
ン
ト
第
12
弾
「
真

自
衛
隊
に
も
応
援
要
請

ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
で
愛
を
育
む

少
年
ス
ポ
ー
ツ
教
室
は

経　済・民　生 〔
ふ
れ
あ
い
診
療
所
〕

○
４
月
か
ら
７
月
ま
で
の
診

療
状
況

①
外
来
患
者

　
１
日
平
均
74
・
9
人

②
入
院
患
者

　
１
日
平
均
8
・
2
人

③
時
間
外
救
急
患
者

　
１
日
平
均
　
　
２
人

④
骨
密
度
検
査
　
14
人

⑤
特
定
検
診
　
　
17
人

⑥
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
等

介
護
利
用
は
８
月
１

日
よ
り
６
床
か
ら
９
床
に

な
り
、
利
用
者
増
と
な
っ

た
。

〔
建
設
経
済
課
〕

○
０
０
７
記
念
館
は
寄
付
金

で
運
営
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。

○
２
回
に
わ
た
っ
て
水
産
教

室
を
琴
反
地
で
実
施
。
こ

れ
に
小
学
校
５
年
生
27
人

が
先
生
と
と
も
に
参
加
し
、

ア
マ
モ
等
の
勉
強
を
し
た
。

○
新
聞
で
県
内
の
防
潮
施
設

の
進
捗
率
が
発
表
さ
れ
、

直
島
は
26
％
と
低
か
っ
た
。

要
因
は
第
２
期
工
事
計
画

も
計
算
に
加
え
た
た
め
。

○
夏
ま
つ
り
の
参
加
者

8
0
0
人
、
火
ま
つ
り
は
、

５
年
生
が
ア
マ
モ
の
勉
強

約
1
、
6
0
0
人
だ
っ
た
。

Q
本
村
か
ら
積
浦
行
き
道
路

（
石
井
建
設
か
ら
の
下
り
カ

ー
ブ
付
近
）
は
事
故
が
多
い

の
で
「
危
険
」
等
の
看
板
を

設
置
し
て
は
ど
う
か
。

A
検
討
し
て
み
る
。

〔
環
境
水
道
課
〕

○
３
月
か
ら
７
月
ま
で
の
水

道
受
水
量
は
、
１
日
平
均

4
、
3
3
5
㎥
。

○
鶴
石
受
水
場
か
ら
の
送
水

管
更
新
は
4
5
0
ｍ
進
ん

だ
（
進
捗
率
25
％
）
ダ
ク

タ
イ
ル
鋳
鉄
管
、
直
径

2
5
0
㎜
使
用
。

○
８
月
１
日
現
在
の
水
洗
化

率
は
94
・
98
%
、
下
水
道

普
及
率
は
93
・
02
%
。

○
浄
化
槽
設
置
補
助
事
業
と

し
て
５
人
槽
３
基
・
７
人

槽
２
基
を
予
定
し
て
い
る
。

○
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設

置
補
助
事
業
は
23
年
度
も

10
件
（
５
万
円
／
kw
で
４

kw
ま
で
）
予
定
し
て
お
り
、

６
件
の
申
請
が
来
て
い
る
。

〔
住
民
福
祉
課
〕

○
特
定
検
診
受
診
者
、
国
保

1
2
3
人
・
後
期
高
齢
者

91
人
計
2
1
4
人

○
レ
フ
ァ
シ
ー
ド
直
島
の
状

況

太
陽
光
発
電
補
助
に
申
請
６
件

レ
フ
ァ
シ
ー
ド
い
つ
も
満
杯

合
同
委
員
会

①
入
所
者
数
50
人
（
う
ち
町

民
41
人
）

　
待
機
者
数
45
人

②
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業

　
７
月
延
べ
1
4
8
人

③
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
営
業
日
数

25
日
、
登
録
者
45
人
、
月

間
延
べ
4
7
2
人

④
小
規
模
多
機
能
通
所
サ
ー

ビ
ス
利
用
者
６
人
（
定
員

６
人
）

Q
福
祉
セ
ン
タ
ー
劇
場
ホ
ー

ル
の
音
響
設
備
が
老
朽
化
し

て
い
る
の
で
更
新
を
考
え
て

ほ
し
い
。

A
検
討
す
る
。

夏
の
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
ツ
ア

ー
in
徳
島
」
男
性
18
人
、

女
性
18
人
計
36
人
が
参
加

交
流
。
ベ
ス
ト
１
カ
ッ
プ

ル
３
組
・
ベ
ス
ト
３
以
内

カ
ッ
プ
ル
が
５
組
成
立
。

近
い
将
来
が
楽
し
み
だ
。

〔
教
育
委
員
会
〕

○
８
月
２
日
　
香
川
オ
リ
ー

ブ
ガ
イ
ナ
ー
ズ
の
選
手
に

よ
る
野
球
の
指
導
を
受
け

た
。

Q
種
目
は
ど
こ
で
決
め
る
の

か
。

A
体
協
の
理
事
会
で
決
め
る
。

活性化対策特別

　
７
月
13
日
・
８
月
23
日
の

両
日
、
委
員
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
７
月
13
日
、
議
題
を
「
豊

島
中
間
処
理
施
設
の
処
理
終

了
後
の
利
用
に
つ
い
て
」
と

し
、
町
長
・
副
町
長
お
よ
び

担
当
課
長
出
席
の
下
、
県
の

回
答
に
対
し
て
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

　
県
の
回
答
内
容
は
、

①
溶
融
炉
の
活
用
は
コ
ス
ト

面
や
、
処
理
対
象
物
の
安

定
確
保
等
の
観
点
か
ら
困

難
。

②
溶
融
炉
を
除
い
た
施
設
は

三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
に
譲
渡

の
方
向
で
協
議
。

③
町
の
一
般
ゴ
ミ
処
理
は
町

が
整
備
し
、
県
は
一
定
の

支
援
を
す
る
。

と
い
う
も
の
で
し
た
。

議
員
か
ら

○
一
定
の
支
援
と
言
う
が
い

つ
答
え
が
出
る
の
か
、
早

く
答
え
を
出
す
よ
う
に
。

○
施
設
の
作
業
者
が
終
了
後

も
働
け
る
職
場
を
。

○
県
の
回
答
は
不
十
分
。
も

っ
と
誠
意
を
示
す
よ
う
に
。

等
、
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
、

町
長
か
ら
「
意
見
を
参
考
に
、

県
に
要
望
書
を
提
出
し
た

い
」
と
の
考
え
が
示
さ
れ
、

会
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
８
月
23
日
、
県
か
ら
環
境

森
林
部
長
他
７
人
、
町
か
ら

町
長
他
５
人
の
出
席
を
求
め

委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

議
題
は

①
豊
島
廃
棄
物
の
処
理
量
増

加
に
よ
る
計
画
の
見
直
し

に
つ
い
て
。

②
要
望
書
に
対
す
る
県
の
回

答
に
つ
い
て
。

　
町
長
か
ら
「
計
画
変
更
に

あ
た
り
、
協
定
書
の
見
直
し

や
町
民
へ
の
周
知
を
き
ち
ん

と
す
る
よ
う
に
」。
部
長
か

ら
「
24
年
度
末
終
了
の
計
画

を
、
延
長
せ
ざ
る
を
え
な
い

状
況
に
な
っ
た
。
県
政
の
最

重
要
課
題
と
し
て
取
り
組

む
」
と
の
挨
拶
の
後
、
協
議

に
入
り
ま
し
た
。

　
議
題
①
に
つ
い
て
、
県
の

説
明
は
「
処
理
量
は
20
〜

23
・
7
万
ト
ン
の
増
、
期
間

は
３
年
１
カ
月
〜
３
年
６
カ

月
程
度
延
長
」
で
し
た
。

議
員
か
ら

○
主
な
増
加
要
因
は
密
度
の

差
だ
。
今
ま
で
密
度
測
定

を
定
期
的
に
し
て
い
な
か

っ
た
の
か
。

○
３
月
か
ら
６
月
の
調
査
な

の
に
、
結
果
が
遅
い
の
は

な
ぜ
か
。

○
住
民
に
十
分
な
理
解
を
得

る
た
め
、
説
明
用
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
早
急
な
配
布
を
。

等
、
多
く
の
質
問
・
意
見
が

あ
り
、
委
員
会
と
し
て
、

○
住
民
へ
の
適
切
な
周
知
を

早
急
に
。

○
県
と
町
で
交
わ
し
て
い
る

協
定
書
の
見
直
し
変
更
を
。

○
必
ず
、
延
長
し
た
計
画
が

期
間
内
で
終
了
す
る
よ
う

に
。

の
３
点
を
要
望
し
ま
し
た
。

議
題
②
に
つ
い
て
、

委員会で県に強く要望
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観光案内所で働いています

圓藤 曜一さん・真木子さん
えん どう

観光客に親切に説明しています

台風でこわれた釣りいかだ

が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

Ａ（
真
木
子
さ

ん
）
東
京
に
い

た
時
よ
り
も
、

人
間
ら
し
い
生

活
が
送
れ
て
い

て
、
長
生
き
で

き
そ
う
な
気

が
し
ま
す
。

Ｑ
　
今
後
の

夢
は
何
で
す

か
。

Ａ（
曜
一
さ
ん
）

「
素
敵
な
人
が
多
く
、
豊
か

な
自
然
が
あ
り
、
人
生
の
コ

ン
パ
ス
で
あ
る
ア
ー
ト
が
あ

る
」ま
だ
子
供
は
い
ま
せ
ん
が
、

直
島
は
子
育
て
を
す
る
の
に

は
最
高
の
場
所
だ
と
思
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
と
も
子
育
て

を
し
た
い
で
す
ね
。

Ａ（
真
木
子
さ
ん
）
あ
り
き

た
り
で
す
が
、
一
軒
家
で
家

族
仲
良
く
幸
せ
に
暮
ら
す
こ

と
で
す
。

　
ど
う
も
貴
重
な
ご
意
見

を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
お
二
人
仲
良
く
、
島

生
活
を
楽
し
ん
で
下
さ
い
。

香川県直島町 議会だより No.157

　
今
回
は
本
村
で
お
住
ま

い
の
Ⅰ
タ
ー
ン
者
の
圓
藤
曜

一
さ
ん
、
真
木
子
さ
ん
ご
夫

妻
に
登
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Ｑ
　
直
島
に
来
ら
れ
た
の
は

い
つ
頃
で
す
か
。

Ａ
　
初
め
て
来
た
の
は
、
２

年
前
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

で
し
た
。
東
京
に
住
ん
で
い

ま
し
た
が
、
そ
れ
か
ら
10
回

ほ
ど
来
て
、
今
年
の
４
月
か

ら
直
島
住
民
で
、
妻
は
８
月

か
ら
で
す
。

Ｑ
　
初
め
て
の
直
島
の
印
象

は
。

Ａ
　
ま
ず
、
ゴ
ミ

が
１
つ
も
落
ち
て
い

な
か
っ
た
の
に
驚
き

ま
し
た
し
、
花
が

た
く
さ
ん
咲
い
て
い

た
の
も
気
持
ち
が

良
か
っ
た
で
す
。「
ア

ー
ト
」
を
き
っ
か
け

に
、
自
然
の
美
し

さ
と
人
の
優
し
さ
に

感
動
し
て
帰
り
ま

し
た
。

Ｑ
　
直
島
の
町
民
に
な
ろ
う

と
決
心
し
た
動
機
は
。

Ａ
　「
素
敵
な
人
た
ち
が
い

て
、
豊
か
な
自
然
が
あ
る
」

「
直
島
で
時
間
を
過
ご
し
て
い

る
と
、
心
が
豊
か
に
な
れ
る
」

「
直
島
に
い
る
と
自
分
ら
し

く
い
ら
れ
る
」
こ
れ
以
上
な

い
理
由
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た

か
ら
で
す
。

Ｑ
　
お
二
人
の
出
会
い
は
。

Ａ
　
音
楽
イ
ベ
ン
ト
で
会
い

ま
し
た
。
お
互
い
音
楽
活
動

を
し
て
い
て
、
応
援
し
合
って

い
た
友
達
で
し
た
。

Ｑ
　
旦
那
様
が
直
島
に
来

よ
う
と
決
め
た
時
、
奥
様

の
気
持
ち
は
。

Ａ
　
正
直
、
会
社
を
退
職

す
る
決
断
を
す
る
の
は
、
勇

気
が
い
り
ま
し
た
。
た
だ
、

私
の
実
家
が
岡
山
県
で
近
か

っ
た
こ
と
と
、
主
人
が
直
島

に
住
む
の
が
夢
だ
っ
た
の
で
、

観
光
協
会
の
仕
事
が
決
ま
っ

た
時
は
良
か
っ
た
な
と
思
い

ま
し
た
。

Ｑ
　
５
カ
月
の
島
生
活
で
す

が
、
感
想
は
。

Ａ（
曜一さ
ん
）
直
島
に
住
め

て
楽
し
く
仕
事
も
で
き
、
充

実
し
た
日
々
が
送
れ
て
い
ま

す
。
島
民
の
皆
様
に
は
本
当

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
あ
り
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一
般
会
計

　
外
新
田
町
営
住
宅
の
火
災

に
よ
る
建
て
替
え
、
ま
た
、

京
ノ
山
地
区
崩
落
防
止
工
事

な
ど
に
よ
り
5
、
8
5
9
万

円
を
追
加
し
ま
し
た
。

◎
歳
入

●
繰
越
金

5
、
8
5
9
万
円
追
加

◎
歳
出
の
主
な
も
の

●
外
新
田
住
宅
、
設
計
新
築

5
、
2
1
8
万
円
追
加

●
京
ノ
山
地
区
崩
落
防
止

1
2
0
万
円
追
加

（
釣
公
園
事
業
）

　
去
る
９
月
３
日
の
台
風
12

号
に
よ
り
釣
り
い
か
だ
が
２

基
こ
わ
れ
た
こ
と
に
よ
る
改

修
・
製
作
費
と
し
て
1
4
0

万
円
を
追
加
し
ま
し
た
。

◎
歳
入

●
施
設
使
用
料

1
4
0
万
円
追
加

◎
歳
出

●
釣
り
い
か
だ
製
作
等

1
4
0
万
円
追
加

特
別
会
計

　「漁
業
用
軽
油
に
か
か
る
引
取

税
の
免
税
等
を
求
め
る
」

　
漁
業
に
お
い
て
の
コ
ス
ト
に

占
め
る
燃
油
の
ウ
エ
イ
ト
は
極

め
て
大
で
あ
る
。

　
漁
業
者
の
経
営
安
定
を
維
持

す
る
た
め
、
国
会
お
よ
び
政
府

に
漁
業
用
軽
油
に
か
か
る
軽
油

引
取
税
の
免
税
等
の
措
置
を
要

望
す
る
。

（
提
出
先
）
衆
議
院
議
長
・
参
議

院
議
長
・
内
閣
総
理
大
臣
他

漁
業
者
の
経
営
安
定
措
置
を

　「離
島
振
興
法
の
改
正
・
延
長
を
求
め
る
」

　
昭
和
28
年
の
離
島
振
興
法
制
定
以
後
、
離

島
の
生
活
条
件
は
か
な
り
改
善
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
高
齢
化
や
割
高
な
流
通
コ
ス
ト
等
、

離
島
の
環
境
は
依
然
厳
し
い
状
態
が
続
い
て

い
る
。

　
よ
っ
て
国
は
、
離
島
自
治
体
が
自
主
・
自

立
性
を
発
揮
し
、
離
島
の
生
活
環
境
が
さ
ら

に
進
む
よ
う
、
離
島
振
興
法
の
改
正
・
延
長

を
強
く
要
望
す
る
。

（
提
出
先
）
衆
議
院
議
長
・
参
議
院
議
長
・

内
閣
総
理
大
臣
他

離
島
の
生
活
改
善
の
た
め

意
見
書
を
提
出

議 ◆会 ◆の ◆動 ◆き
平成23年 7 月

13日　活性化対策特別委員会
13日　総務文教・経済民生合同常任委員会
22日　玉野市・直島町連絡協議会
25日　県広報発行町議会連絡協議会研修会
26日　千葉県千葉市議会行政視察に来町

平成23年 8 月
 5 日　神奈川県横浜市議会行政視察に来庁
22日・23日　総務文教・経済民生合同常任委員会
23日　活性化対策特別委員会
24日　韓国木浦市議会行政視察に来庁

平成23年 9 月
 6 日　議会運営委員会・広報編集特別委員会
 9 日～15日　平成23年第４回定例会
12日・15日　総務文教・経済民生合同常任委員会
16日～30日　広報編集特別委員会
26日～28日　常任委員会・広報委員会県外研修
　　　　　　　（群馬県中之条町・昭和村）

平成23年度補正予算

　
直
島
町
議
会
広
報
委
員

会
で
は
議
会
だ
よ
り
の
表

紙
用
の
写
真
「
地
域
の
イ

ベ
ン
ト
や
子
供
た
ち
を
題

材
と
し
た
写
真
」
を
広
く

町
民
か
ら
募
集
し
ま
す
。

採
用
分
に
は
、
記
念
品
を

お
送
り
し
ま
す
。

　
な
お
、
詳
細
は
議
会
事

務
局
（
T
E
L
八
九
二
―

二
二
九
七
）
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

ど
ん
ど
ん

応
募
し
て
下
さ
い
！

表
紙
用
の
写
真
募
集

（
議
会
だ
よ
り
用
）
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、
ゴ
ミ

が
１
つ
も
落
ち
て
い

な
か
っ
た
の
に
驚
き

ま
し
た
し
、
花
が

た
く
さ
ん
咲
い
て
い

た
の
も
気
持
ち
が

良
か
っ
た
で
す
。「
ア

ー
ト
」
を
き
っ
か
け

に
、
自
然
の
美
し

さ
と
人
の
優
し
さ
に

感
動
し
て
帰
り
ま

し
た
。

Ｑ
　
直
島
の
町
民
に
な
ろ
う

と
決
心
し
た
動
機
は
。

Ａ
　「
素
敵
な
人
た
ち
が
い

て
、
豊
か
な
自
然
が
あ
る
」

「
直
島
で
時
間
を
過
ご
し
て
い

る
と
、
心
が
豊
か
に
な
れ
る
」

「
直
島
に
い
る
と
自
分
ら
し

く
い
ら
れ
る
」
こ
れ
以
上
な

い
理
由
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た

か
ら
で
す
。

Ｑ
　
お
二
人
の
出
会
い
は
。

Ａ
　
音
楽
イ
ベ
ン
ト
で
会
い

ま
し
た
。
お
互
い
音
楽
活
動

を
し
て
い
て
、
応
援
し
合
って

い
た
友
達
で
し
た
。

Ｑ
　
旦
那
様
が
直
島
に
来

よ
う
と
決
め
た
時
、
奥
様

の
気
持
ち
は
。

Ａ
　
正
直
、
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を
退
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る
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の
は
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り
ま
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だ
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の
実
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が
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県
で
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た
こ
と
と
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が
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に
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の
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た
の
で
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観
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会
の
仕
事
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ま
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た
時
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と
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の
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す
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直
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に
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て
楽
し
く
仕
事
も
で
き
、
充

実
し
た
日
々
が
送
れ
て
い
ま

す
。
島
民
の
皆
様
に
は
本
当

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
あ
り
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一
般
会
計

　
外
新
田
町
営
住
宅
の
火
災

に
よ
る
建
て
替
え
、
ま
た
、

京
ノ
山
地
区
崩
落
防
止
工
事

な
ど
に
よ
り
5
、
8
5
9
万

円
を
追
加
し
ま
し
た
。

◎
歳
入

●
繰
越
金

5
、
8
5
9
万
円
追
加

◎
歳
出
の
主
な
も
の

●
外
新
田
住
宅
、
設
計
新
築

5
、
2
1
8
万
円
追
加

●
京
ノ
山
地
区
崩
落
防
止

1
2
0
万
円
追
加

（
釣
公
園
事
業
）

　
去
る
９
月
３
日
の
台
風
12

号
に
よ
り
釣
り
い
か
だ
が
２

基
こ
わ
れ
た
こ
と
に
よ
る
改

修
・
製
作
費
と
し
て
1
4
0

万
円
を
追
加
し
ま
し
た
。

◎
歳
入

●
施
設
使
用
料

1
4
0
万
円
追
加

◎
歳
出

●
釣
り
い
か
だ
製
作
等

1
4
0
万
円
追
加

特
別
会
計

　「漁
業
用
軽
油
に
か
か
る
引
取

税
の
免
税
等
を
求
め
る
」

　
漁
業
に
お
い
て
の
コ
ス
ト
に

占
め
る
燃
油
の
ウ
エ
イ
ト
は
極

め
て
大
で
あ
る
。

　
漁
業
者
の
経
営
安
定
を
維
持

す
る
た
め
、
国
会
お
よ
び
政
府

に
漁
業
用
軽
油
に
か
か
る
軽
油

引
取
税
の
免
税
等
の
措
置
を
要

望
す
る
。

（
提
出
先
）
衆
議
院
議
長
・
参
議

院
議
長
・
内
閣
総
理
大
臣
他

漁
業
者
の
経
営
安
定
措
置
を

　「離
島
振
興
法
の
改
正
・
延
長
を
求
め
る
」

　
昭
和
28
年
の
離
島
振
興
法
制
定
以
後
、
離

島
の
生
活
条
件
は
か
な
り
改
善
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
高
齢
化
や
割
高
な
流
通
コ
ス
ト
等
、

離
島
の
環
境
は
依
然
厳
し
い
状
態
が
続
い
て

い
る
。

　
よ
っ
て
国
は
、
離
島
自
治
体
が
自
主
・
自

立
性
を
発
揮
し
、
離
島
の
生
活
環
境
が
さ
ら

に
進
む
よ
う
、
離
島
振
興
法
の
改
正
・
延
長

を
強
く
要
望
す
る
。

（
提
出
先
）
衆
議
院
議
長
・
参
議
院
議
長
・

内
閣
総
理
大
臣
他

離
島
の
生
活
改
善
の
た
め

意
見
書
を
提
出

議 ◆会 ◆の ◆動 ◆き
平成23年 7 月

13日　活性化対策特別委員会
13日　総務文教・経済民生合同常任委員会
22日　玉野市・直島町連絡協議会
25日　県広報発行町議会連絡協議会研修会
26日　千葉県千葉市議会行政視察に来町

平成23年 8 月
 5 日　神奈川県横浜市議会行政視察に来庁
22日・23日　総務文教・経済民生合同常任委員会
23日　活性化対策特別委員会
24日　韓国木浦市議会行政視察に来庁

平成23年 9 月
 6 日　議会運営委員会・広報編集特別委員会
 9 日～15日　平成23年第４回定例会
12日・15日　総務文教・経済民生合同常任委員会
16日～30日　広報編集特別委員会
26日～28日　常任委員会・広報委員会県外研修
　　　　　　　（群馬県中之条町・昭和村）

平成23年度補正予算

　
直
島
町
議
会
広
報
委
員

会
で
は
議
会
だ
よ
り
の
表

紙
用
の
写
真
「
地
域
の
イ

ベ
ン
ト
や
子
供
た
ち
を
題

材
と
し
た
写
真
」
を
広
く

町
民
か
ら
募
集
し
ま
す
。

採
用
分
に
は
、
記
念
品
を

お
送
り
し
ま
す
。

　
な
お
、
詳
細
は
議
会
事

務
局
（
T
E
L
八
九
二
―

二
二
九
七
）
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

ど
ん
ど
ん

応
募
し
て
下
さ
い
！

表
紙
用
の
写
真
募
集

（
議
会
だ
よ
り
用
）
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お友だちとなかよくレッスンしています

東京の大会で優勝しました

　今
回
は
玉
野
市
の
ス
タ
ジ
オ
で

フ
ラ
ダ
ン
ス
を
習
っ
て
い
る
、
と

て
も
か
わ
い
い
髙
﨑
日
菜
子
ち
ゃ

ん
と
大
山
紗
夏
ち
ゃ
ん
の
登
場
で

す
。

Q
　
二
人
の
歳
は
い
く
つ
で
す
か
。

ひ
　
７
歳
、
２
年
生
で
す
。

さ
　
７
歳
、
１
年
生
で
す
。

Q
　
週
に
何
回
練
習
し
て
い
ま
す

か
。

（
二
人
）
　週
に
１
回
通
っ
て
い
ま

す
。

Q
　
船
で
練
習
に
行
く
の
大
変
だ

ね
。
つ
ら
い
こ
と
な
い
で
す
か
。

ひ
　
い
つ
も
紗
夏
ち
ゃ
ん
と
一
緒

に
、
お
絵
か
き
し
た
り
お
し
ゃ
べ

り
し
た
り
、
楽
し
い
で
す
。

さ
　
疲
れ
て
お
風
呂
で
寝
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
る
け
ど
、
日
菜
ち
ゃ

ん
と
船
で
遊
ぶ
の
が
楽
し
い
で
す
。

Q
　
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
お
友
だ
ち
は

い
っ
ぱ
い
で
き
た
か
な
。

ひ
　
た
く
さ
ん
で
き
ま
し
た
。
み

ん
な
学
校
も
学
年
も
ち
が
う
け
ど
、

な
か
よ
く
レ
ッ
ス
ン
し
て
い
ま
す
。

さ
　
私
は
一
番
年
下
な
の
で
、
み

ん
な
に
か
わ
い
が
っ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。Q

　
今
ま
で
に
大
会
や

イ
ベ
ン
ト
に
出
場
し
ま
し

た
か
。
こ
れ
か
ら
の
予
定

は
。

（
二
人
の
母
）
　今
年
３
月

に
東
京
で
行
わ
れ
た
、
ホ

オ
ラ
ウ
レ
ア
ジ
ャ
パ
ン
と

い
う
大
会
に
出
場
し
、
優

勝
で
き
ま
し
た
。
す
ば
ら

し
い
感
動
と
貴
重
な
経
験

は
、
二
人
に
と
っ
て
大
切

な
宝
物
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
夏
は
、
玉
野
祭
り
や
マ
リ

ン
ホ
テ
ル
の
デ
ィ
ナ
ー
等
の
ス
テ

ー
ジ
で
踊
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
老
人
ホ
ー
ム
に
も
お

邪
魔
し
ま
し
た
。

　
11
月
13
日
に
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
に
出
演
予
定

で
す
。

Q
　
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
に
何

か
お
願
い
が
あ
り
ま
す
か
。

ひ
　
お
父
さ
ん
、
ま
た
大
会
に
出

場
す
る
時
は
会
場
に
来
て
応
援
し

て
下
さ
い
。
お
母
さ
ん
、
い
つ
も

レ
ッ
ス
ン
へ
つ
れ
て
い
っ
て
く
れ

て
あ
り
が
と
う
。
こ
れ
か
ら
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

さ
　
お
父
さ
ん
、
い
つ
も
港
ま
で

迎
え
に
来
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

ま
た
フ
ラ
ダ
ン
ス
見
に
来
て
ね
。

お
母
さ
ん
、
い
つ
も
応
援
し
て
く

れ
て
あ
り
が
と
う
。
こ
れ
か
ら
も

が
ん
ば
る
か
ら
ね
。

Q
　
最
後
に
二
人
の
お
母
さ
ん
、

子
供
さ
ん
た
ち
に
何
か
一
言
。

ひ
の
母
　
た
く
さ
ん
の
人
に
支
え

ら
れ
、
す
ば
ら
し
い
経
験
が
で
き

て
い
る
こ
と
を
忘
れ
ず
、
こ
れ
か

ら
も
フ
ラ
を
楽
し
く
続
け
て
く
れ

た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

　
家
族
み
ん
な
で
応
援
し
て
る
よ
。

さ
の
母
　
紗
夏
が
楽
し
そ
う
に
フ

ラ
を
踊
っ
て
い
る
姿
を
見
る
と
と

て
も
幸
せ
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
笑
顔
い
っ
ぱ
い
で
、

見
て
く
れ
て
い
る
人
に
幸
せ
を
与

え
ら
れ
る
よ
う
な
フ
ラ
を
踊
っ
て

ね
。
一
緒
に
が
ん
ば
ろ
う
ね
。

　こ
れ
か
ら
も
二
人
な
か
よ
く
フ

ラ
ダ
ン
ス
を
踊
っ
て
下
さ
い
。
そ

し
て
色
々
な
大
会
に
出
た
り
、
お

友
だ
ち
も
い
っ
ぱ
い
で
き
る
と
い

い
で
す
ね
。

　ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

「
ガ
ン
バ
レ
！ 

日
菜
子
ち
ゃ
ん
、

紗
夏
ち
ゃ
ん
」

古紙配合率100%再生紙を使用しています

直島野球少年団
30周年記念交流大会7月30・31日
　　　　　　　（写真は保護者提供）

直島野球少年団
30周年記念交流大会7月30・31日
　　　　　　　（写真は保護者提供）
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大山 紗夏ちゃん、髙﨑 日菜子ちゃん
さやか ひ　な　こ

フ ラ ダ ン ス

編
集

後
記

　
第
１
回
の
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭

が
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
終
了
し
て

か
ら
、
は
や
、
１
年
が
経
と
う
と

し
て
い
る
。
先
頃
の
県
議
会
で
、
浜

田
県
知
事
が
、
第
２
回
の
芸
術
祭
は
、

春
・
夏
・
秋
と
時
期
を
ず
ら
し
て

開
催
し
た
い
と
発
言
し
て
い
る
。
開

催
場
所
と
な
る
各
島
々
に
と
って
は
、

そ
の
方
が
、
よ
り
活
性
化
し
プ
ラ
ス

に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
話
は
変
わ
る
が
、
町
外
へ
出
て
行

か
れ
た
方
が
、
話
を
し
て
い
る
の
を

小
耳
に
は
さ
ん
だ
。「
時
々
、
直
島

へ
来
る
が
、
そ
の
た
び
に
町
内
の
様

子
が
、
が
ら
り
と
変
わ
っ
て
い
る
の

に
驚
く
。
直
島
が
生
き
生
き
し
て

い
る
よ
う
な
気
が
す
る
が
一
方
で
島

が
都
会
化
し
、〝
い
な
か
〞の
良
さ
が

失
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
気
も
す
る
」

と
話
し
て
い
た
。
皆
様
は
、
ど
の
よ

う
に
感
じ
て
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

　
議
会
だ
よ
り
の
表
紙
写
真
や
、

ご
意
見
、
ご
要
望
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

（
小
野
記
）

広
報
編
集
特
別
委
員
会

議

　長
　 

　
蓬
　
　
清
二

委
員
長
　 

　
丸
山
　
義
朗

副
委
員
長
　 

　
作
田
　
宏

委

　
　員
　 

　
議
員
全
員

ナイスバッティング
！！

ナイスバッティング
！！

打った！
　 走った！
　　 4戦全勝

打った！
　 走った！
　　 4戦全勝
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ふるさと応援寄附金の合計はなんぼ
　　　　 平成22年度決算・質疑（抜粋）

こども映画祭の反省を
　　　　 町長・教育長報告

県の誠意ある対応を望む
　　　　 活性化対策特別委員会

U・Ⅰターン者に聞く
がんばっりょるで（フラダンス）

ふるさと応援寄附金の合計はなんぼ
　　　　 平成22年度決算・質疑（抜粋）

こども映画祭の反省を
　　　　 町長・教育長報告

県の誠意ある対応を望む
　　　　 活性化対策特別委員会

U・Ⅰターン者に聞く
がんばっりょるで（フラダンス）

2～4P

6～7P

9P
11P

12P

2～4P

6～7P

9P
11P

12P

ひ
・
ひ
な
こ
ち
ゃ
ん

さ
・
さ
や
か
ち
ゃ
ん

12


